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免責事項 

■本製品は盗難・犯罪を防止する器具ではありません。 

■本製品の使用、または使用不能による損害（事業利益の損失・事業の中断・記録内容の変化・消

失など）に関して、当社は一切の責任を負いません。 

■地震、雷、風水雪害などの自然災害、当社の責任によらない火災、第三者による行為、その他

の事故、お客様の故意または過失、誤用、その他の条件での使用により生じた損害に関して、

当社は一切の責任を負いません。 

■当社が関与しない接続機器、アプリやソフトウェアなどとの意図しない組み合わせによる誤作動

や操作不能などから生じる損害に関して、当社は一切の責任を負いません。 

■本製品を使用中、万一何らかの不具合により、録画・録音されなかった場合の内容の補償および

付随的な損害（事業利益の損失・事業の中断など）に対して、当社は一切の責任を負いません。 

■お客様ご自身または第三者が修理・改造を行った場合に生じた損害に関して、当社は一切の責任

を負いません。 

■本製品により記録・編集された映像が何らかの理由により公となり、または記録・編集目的以外

に使用され、その結果個人または団体などによるプライバシーの侵害などを理由とするいかなる

賠償請求やクレームなどに関して、当社は一切の責任を負いません。 

■本製品の設置（取付け・取外しなど）により生じた建物への損傷やその他の損害について、当社

は一切の責任を負いません。 

 
 

個人情報の保護について 
本製品のシステムを使用して撮影、記録された人物・その他の映像で、個人を特定できるものは

「個人情報の保護に関する法律」で定められた「個人情報」に該当します。法律に従って映像情

報を適正にお取扱いください。 
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第１章 概要と機能 

1.1 概要 
 
この製品は、独自に開発した新世代の高性能NVR（Network Video Recorder）です。

ビデオおよびオーディオコーデックテクノロジー、組み込みシステムテクノロジー、ス
トレージテクノロジー、ネットワークテクノロジー、インテリジェントテクノロジーな
ど、複数のハイテクテクノロジーを採用しています。 
ローカルプレビュー、ビデオマルチスクリーン分割表示、ビデオファイルのローカル

リアルタイムストレージ、マウスショートカットのサポート、リモート管理および制御。
この製品は、フロントエンドストレージとクライアント側ストレージの2つのストレー
ジ方法をサポートしています。 
フロントエンド監視ポイントは、地理的な場所に関係なく、ネットワーク上のどこに

でも配置できます。ネットワークカメラやネットワークビデオサーバーなどの他のフロ
ントエンドデバイスと組み合わせて、プロフェッショナルなビデオ監視システムソフト
ウェアを備えた強力なセキュリティ監視ネットワークを形成します。 
この製品のネットワーク展開システムでは、1つのネットワークケーブルのみを中央

ポイントと監視ポイントに使用できます。接続、監視ポイントへのセンター、ビデオ回
線、オーディオ回線などを敷設する必要はありません。設定は簡単で、配線コスト、メ
ンテナンスコストは低くなります。 
 この製品は、金融、通信、輸送、電気、教育、その他の分野などのセキュリティで広
く使用できます。 

 
 

1.2  初期値 
 
 出荷時のスーパー管理者アカウントは“admin”で、パスワードは“12345”です。 
 本機の出荷時の IPv4アドレスの設定は、DHCPです。 

 

1.3  本マニュアルの記述について 
このマニュアルの説明を簡略化するために、次の規則があります。 
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 このマニュアルで言及されている「IPデバイス」は、主に IPカメラ、IPドー
ムカメラを指します。 

 このマニュアルで言及されている「チャンネル」は、NVRの IPチャンネルを
指します。 

 「X」または「キャンセル」ボタンをクリックして、前の画面に戻ります。 
 [工場設定値復旧]をチェックして、現在の工場出荷時の初期設定に戻します。 
 変更した設定を保存するには、全ての画面で【適用】、【確認】、【保存】を

クリックします。 
 

1.4  機能の特長 
 
本NVRの主な機能は次のとおりです。 
 H.265+/H.264+ビデオ圧縮形式をサポートし、4K/5M /4M/ 3M/2M /1080P 

/720P/D1解像度の IPカメラ入力をサポートします。 
 Windowsスタイルのユーザーインターフェイスが組み込まれたリアルタイム

Linux3.0オペレーティングシステム。 
 世界標準の ONVIFプロトコルをサポート。 
 コーディングタイプ、解像度、フレームレート、ビットレートなど、各チャン

ネルのコーディングパラメーターの独立した調整をサポートします。 
 IPチャンネル機能の迅速な追加をサポートします。 
 手動キャプチャと映像再生をサポートします。 
 3段階のユーザー管理があり、管理者は複数の操作ユーザーを作成し、権限を

設定できます。権限はチャンネルに合わせて調整できます。 
 ビデオロスアラーム、動体検知アラーム、ネットワーク切断アラーム、IP競合

アラーム、HDDエラー、HDDなしアラームをサポートします。 
 マルチチャンネル外部アラーム入力および出力をサポートしています。 
 さまざまなアラームにより、ブザー音、メール送信、画面表示が起動します。 
 プレビュー、録画、再生、バックアップをサポートします。 
 USB2.0ポートを装備し、バックアップ、ソフトウェアアップデート及びマウ

ス操作をサポートします。 
 NVRは、FAT32,NTFS,exFAT形式の HDDをサポートします。 
 表示言語は、簡体字中国語、繁体字中国語、ポーランド語、チェコ語、ロシア

語、タイ語、ヘブライ語、ブルガリア語、アラビア語、ドイツ語、フランス語、
ポルトガル語、トルコ語、スペイン語、イタリア語、ハンガリー語、ローマ語、
韓国語、オランダ語、ギリシャ語、ベトナム語、日本語の切り替えをサポート
しています。 
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第２章 外観と基本操作 

2.1 フロントパネル 
 

 
 

図 2-1 
 

図 2-1の各部に対応する説明を表 2-1に示します。 
 

表  2-1 

注意 

・パネル図は、製品のサイズと比率を反映していません。 詳細については、実際の
製品を参照してください。 

  

No. 名 称 説 明 

1 電源ランプ パワーオンの時に点灯します。 

2 ネットワークランプ 通信が行われている時に点滅します。 

3 HDDランプ HDDにアクセスしている時に点灯します。 

4 クラウドランプ WAN接続している時に点灯します。 

5 USB2.0ポート USB2.0のポートです。マウスやUSBメモリな
どの外部記憶装置を接続します。 

1 2 

4 5 

3 
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2.2 リアパネル 
 
背面パネルの概略図は次のとおりです。 

 

 

LAN HD-OUT

AUDIO IN

AUDIO OUT VGA POWER

7 5 POE PORTS 3 1

8 6 4 2

 
 

 

図2-2       ※図は、8CHモデルです。 

 
図2-2の各部に対応する説明を表2-2に示します。 

No. 名 称 接続に関する説明 

1 電源コネクタ 付属のACアダプターを接続します。 

2 VGA出力 PC用モニターなどのVGAディスプレイを接続します。 

3 USB2.0ポート マウスやUSB記憶装置などを接続します。 

4 音声 
入力／出力 

音声信号の入力／出力端子です。信号レベルは、入力／出
力共にラインレベルです。 

5 HDMI出力 PC用モニターなどのHDMIディスプレイを接続します。 

6 LANポート 外部ネットワークに接続します。 

7 PoE 
LANポート 

PoE対応のIPカメラを接続し、IPカメラに電力を供給し、
NVRの内部ネットワークに接続します。 

8 アース線 
取付ネジ アース線を接続します。 

表 2-2 

7 

6 

3 4 

2 1 8 5 
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2.3 マウス操作の説明 
マウスの左ボタン、右ボタン、スクロールホイールでNVRを操作します。 

 マウス操作 機 能 

左クリック 

1. 選択肢の1つを選択します。 
2. カーソルを挿入してパラメーターの値を変更します。 
3. 再生中にタイムラインをクリックして、再生の進行状況を
切り替えます。 

右クリック 

1. 画面がロックされていない場合、マウスの右ボタンをクリ
ックすると、ショートカットメニューがポップアップしま
す。 

2. 画面がロックされたら、リアルタイムプレビュー画面の右
ボタンをクリックして、ログイン画面をポップアップしま
す。 

3. メインメニュー、PTZコントロールのサブメニューに移動
し、メニュー画面でマウスの右ボタンをクリックし、前の
メニューに戻ります（ビデオ再生画面を除く）。 4.入力
してシステム画面を閉じ、画面上でマウスの右ボタンをク
リックし、プレビュー画面に戻ります。 

左ボタンを 
ダブルクリック 

プレビューと再生の状態で、シングルスクリーンとマルチス
クリーンを切り替えます。 

マウスの動き メニューまたはメニュー項目を選択します。 

ドラッグ 

1. パン/チルト制御状態では、方向が回転します。 
2. 動体検知アラームなどのエリア設定で、エリア範囲を設定
します。 

3. 電子ズームの領域をドラッグします。 
4. プレビュー画面で、チャンネルを選択し、を押してドラッ
グし、他のチャンネルの場所に切り替えます。 

5.ビデオを再生するときは、プログレスバーをドラッグし
て、再生するビデオファイルを切り替えます。 

ホイール 

1. 時間設定 
2. ドロップダウンメニューの値を選択します。 
3. プレビュー時にプレビューチャンネルを切り替えることが
できます。 

4. 電子的にズームインすると、ビデオ画像をズームインおよ
びズームアウトできます。 

表 2-3 
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2.4 入力方法 
入力方法には、小文字と大文字の英字と記号が含まれます。左側の「 」をクリッ

クすると小文字－大文字の入力モードに切り替えることができ、「 」で記号入力

モードになります。「 」は誤った入力を削除します。 

 

 
図 2-4-1  小文字のアルファベット入力 

 

 
図 2-4-2  大文字のアルファベット入力 

 

 
図 2-4-3  記号入力 
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第３章 NVRへの接続 

3.1 機器の接続方法 

 
機器の接続は、以下の図 3-1を参考にしてください。VGAケーブルまたはHDMIケーブル

を使用してディスプレイに接続してください。2台のディスプレイを同時に使用すること

もできますが、表示内容は同一です。POE LANポートにPOE対応のIPカメラを接続する

場合は、外部からカメラへ給電する必要はありません。 

インターネットに接続しない場合は、LANポートには何も接続しません。 

LAN HD-OUT

AUDIO IN

AUDIO OUT VGA POWER

7 5 POE PORTS 3 1

8 6 4 2

ルーター

インターネット

AC 100V

 
図 3-1  
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第４章 NVRの起動 

4.1 システムの初期化 
 
 NVR をオンにする手順は次のとおりです。 
 
① NVRにディプレイを接続し、マウスとACアダプターを接続します。 
② ACアダプターのプラグをAC100Vに接続します。ブザー音が鳴り、画面に 

図4-1の画面が表示されます。 
 

 
図 4-1-1 

 
③ 次に図4-1-2の解像度を選択するヒントが表示されます。に起動ウィザードが

表示されます。 
 

 
図 4-1-2 

 
 解像度を選択するヒントの画面が表示されます。ここで[確認]をクリックするとフル

HD（1920×1080）の解像度に変更されます。使用中のディスプレイがフルHDをサ
ポートしているかどうかが不明の場合は、[キャンセル]をクリックしてください。そ
の場合は、現在の解像度のままで起動します。ログイン後に表示を確認してから解像
度を変更することができます。 
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4.2 起動ウィザード 
 

4.2.1 起動ウィザードで初期設定 
図4-2-1に示すような言語の設定画面が表示されます。 
① 使用する言語を選択して【適用】をクリックします。初期値は、日本語になって
います。 

 
図  4-2-1 

② ユーザー名は「admin」のままにして、その下の欄をクリックしてパスワー
ドを入力します。初期値は「12345」です。入力後 をクリックしてさらに
【ログイン】をクリックします。 

 

 
図 4-2-2 
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③ 日付と時刻の設定画面が表示されます。 

タイムゾーン：GMT +9：00、システム時刻を合わせて【次へ】をクリックします。 

 

 
図 4-2-3 

 
   ④ ネットワーク設定画面に移動し、NVRのネットワークパラメーターを設定しま

す。 【次へ】をクリックします。 

 

 
図 4-2-4 
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⑤ 「カメラ」画面に移動し、IPカメラを検索して追加し、【次へ】をクリック

します。 

 

 
図 4-2-5 

 

   ⑥ 「HDD」画面に移動すると、HDDの使用状況を確認できます。ステータスが
「使用中」と表示されたら、【次へ】をクリックしてください。HDDは、出荷時
にフォーマットされていますので、改めてフォーマットする必要はありません。 

 

 
図 4-2-6 
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  ⑦ パスワードの変更画面に移動し、実際のニーズに応じてシステムパスワードと秘

密の質問を設定し、【完了】をクリックすると、起動ウィザードがセットアップさ

れます。 

 

 

図 4-2-7 

メモ 
 パスワードを変更しない場合は、画面左下の【終了する】をクリックしてスター

トアップウィザードを終了することができます。  

 パスワード変更画面の【＊】の項目をすべて入力しないで「終了する」をクリッ

クして抜けるとパスワード変更はできません。【＊】の項目をすべて入力して

【次へ】をクリックしてください。 

 パスワードが単純すぎる場合、ログイン後にパスワードの強度セキュリティ画面

がポップアップ表示されます。【後で変更】をクリックして、既存のパスワード

を使用し続けることができます。 

 起動ウィザードで変更する必要がない場合は、【次へ】 をクリックして次の設

定画面に移動してください。 

 ネットワークパラメーターを設定する前に、NVR がネットワークに正しく接続

されていることを確認してください。  
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4.2.2 パスワードを忘れた時 

パスワードを忘れた場合は、ログイン ページの [パスワードを忘れたとき] を
クリックして、パスワードを忘れた場合の画面に入り、パスワードをリセット
できます (図 4-3 を参照)。 パスワードをリセットするには 「Ｅメール認証」
「秘密の 質問の認証」、および「セキュリティコード（動的パスワード）」の
3 つの方法があります。 

 

 
図 4-3 

 

 Eメール認証 

予めスマートフォンにBitvision Appをインストールしてアカウントを取得して

おく必要があります。Bitvision Appを起動し、アカウント名をタップして

「Reset device password」をタップします。「Scan QR code」をタップして

携帯電話のカメラで画面に表示されたQRコードを撮影します。すると登録した

メールアドレスに認証用のメールが届きます。そこに書かれている 
Verification code:xxxxxxxx 
下線部を認証コードの欄に入力して【次へ】をクリックすると図 4-4に示すパスワード入力

画面が表示されます。新たなパスワードを2回入力してパスワードを再設定します。 
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図 4-4 

 

■ 秘密の質問の認証 

前回、パスワードを変更する際に2つのセキュリティの質問を選択し、対応する

質問の答えを入力しました。図 4-5の画面にその質問と答えを入力して認証し

ます。正しい入力をして【次へ】をクリックすると図 4-4に示すパスワード入力画面

が表示されます。新たなパスワードを2回入力してパスワードを再設定します。 

 

 
図 4-5 
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■ セキュリティコード（動的パスワード） 
図 4-6 に示すように、セキュリティコードによる認証の画面には、シリアル番

号が表示されますのでこの番号をメーカーに連絡して認証コードを取得します。

このシリアル番号は、画面を開きなおすと変更されますので認証コードを取得

するまでは、画面を操作しないでください。正しい入力をして【次へ】をクリ

ックすると図 4-4に示すパスワード入力画面が表示されます。新たなパスワードを2回入力

してパスワードを再設定します。 
 

 
図 4-6 

 

 メモ 
● 「秘密の質問の認証」を選択した場合、 2 つの質問に答える必要があり、その

答えは前回パスワードの変更の際に設定した答えとまったく同じである必要があ
ります。 
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4.3 プレビュー画面 
 
システムが完全に起動すると、図 4-8 に示すようにデフォルトのプレビューが表示さ
れます。 
 

 
図 4-8 

 
NVRが正常に起動した後、デフォルト設定はマルチ画面表示モードで表示するよう
に設定されています。 チャンネルが異なる製品では、表示する分割画面数が異なり
ます。 プレビュー画面には、日付と時刻を表示できます。 各チャンネル画面の右上
には、各ビデオチャンネルの録画ステータスまたはアラームステータスアイコンが
表示されます。 

 
各アイコンの機能を次の表 4-1に示します。 

アイコン 機 能 
 

 
このアイコンが表示されているチャンネルは録画中です。 

 

 
このアイコンが表示されているチャンネルは動体検知して
います。 

 

 
このアイコンが表示されているチャンネルはスマートイベ
ントが発生中です。 

表 4-1 
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4.4 IPカメラのクイック追加 
 
IPカメラのクイック追加（手動追加）を図 4-9-1 に示します。NVRに内蔵された 
PoEポートに接続されたプラグ＆プレイ対応カメラは、この操作を行う必要はあり
ません。 

 
①  プレビュー メニューで、未接続の IP カメラのチャンネル中央部にマウスカ

ーソルを移動すると表示される「 」アイコンをクリックします。 
 

 
図 4-9 

 
② 未登録のカメラの一覧が表示されますので登録するカメラを選択をクリックし

ます。 
 

 
図4-10 
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③ プロトコルを選択し、カメラにログインするためのユーザー名とパスワード 

を入力し をクリックします。 

 
 

注意 
● 弊社製のカメラを登録する場合は、プロトコルは、独自プロトコルを選択してく

ださい。また、ログインIDとパスワードの初期値は、どちらも“admin”です。

他社製のカメラを登録する場合は、あらかじめログインIDとパスワードを調べ

ておいてください。 
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第５章  NVRメニュー 
 

5.1 ショートカットメニュー 
システムにログインした後、図 5-1 に示すように、マウスの右ボタンをクリックす
るとショートカット メニューがポップアップ表示されます。 
 

 
図 5-1 

 
   ショートカット メニューのアイコンと特定の機能を次の表 5-1 に示します。 

アイコン 機 能 
 

 全画面表示を終了してメインメニューを表示します。 
 

 
NVRがサポートするチャンネル数に応じて1、4、9、16
などの分割画面表示に切り替えることができます。 

 

 各チャンネルの巡回表示を開始します。 
 

 
クリックするとチャンネル管理画面に入り、IPカメ
ラの追加と管理を行うことができます。 

 

 クリックすると再生画面に切り替わります。 
 

 
クリックすると画面右側に PTZ操作パネルが開き、
PTZ 操作を行うことができます。 

表 5-1 
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5.2 メインメニュー 
 
システムにログインした後、マウスの右ボタンをクリックし、「全画面表示を終了」
を選択して、メインメニュー画面を表示させます。 図 5-2 に示すように、画面上
部にメインメニューが表示されます。プレビュー、再生、検索、設定、メンテナン
ス、メッセージ、ダウンロード、QR コード、終了のアイコンが表示されます。 
 

 
図 5-2 

 
メインメニューのアイコンとその機能を以下の表 5-2 に示します。 

表 5-2 

アイコン 機 能 
  

 
クリックするとプレビュー画面が表示されます。 
(操作の詳細は5.3 プレビュー参照) 

 

 
クリックすると再生画面が表示されます。 
(詳細操作は 5.4 再生参照) 

 

 
クリックすると検索画面が表示されます。 
(詳細な操作は5.5 検索参照) 

 

 
クリックすると設定画面が表示されます。 
(詳細な操作は5.6 設定参照) 

 

 
クリックするとメンテナンス画面が表示されます。 
(詳細な操作は 5.7 メンテナンス参照) 

  

     
クリックするとログアウトして、プレビューが全画
面表示になります。 

 

  

クリックするとアラームメッセージ情報画面が表示
されます。 

   

 

 
クリックするとバックアップの状況が表示されます。 

    

        
クリックするとQRコードが表示されます。 

   

        
クリックすると終了メニューが表示されます。 
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5.3 プレビュー 
 
  図 5-3 に示すように、メイン メニューで   をクリックしてプレビュー 画面を

表示します。 

 

 
図 5-3 

 
5.3.1 チャンネルショートカットメニュー 

 
   IPカメラをチャンネルに追加した後、表示された映像上にマウスカーソルを移動す

ると 図 5-4 に示すようなショートカット メニューが表示されます。 

 

 
 

図 5-4 
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 各アイコンの機能を次の表に示します。 

アイコン 機 能 

  

手動キャプチャを行う場合は、このボタンをクリックします。現在表
示中の映像のスクリーンショットをキャプチャします。 画像の検索機
能でスクリーンショットの検索、閲覧、バックアップが行えます。 

  

このボタンをクリックすると、 5 分前の動画が再生されます。「×」
をクリックすると終了して現在の映像に戻ります。 

  

このボタンをクリックすると、画面の右側に PTZ制御画面が開きま
す。 

  

このボタンをクリックすると、音声出力を調整したり、ミュートをか
けることができます。 

  

ズーム機能を起動します。ボタンをクリックすると全画面ズームモー
ドに入り、画面右下にチャンネルの等倍画像が表示され、等倍画像の
赤枠をマウスでドラッグして拡大画像の位置を切り替えます。  
「 」と「 」をクリックするか、マウスホイールを回してズー
ムを調整します。 マウスの右ボタンをクリックして電子ズームを終了
し、プレビュー画面に戻ります。 

  

画像調整ボタンをクリックすると、映像の輝度、コントラスト、彩
度、鮮明度などのパラメーターを調整できます。 

  

このボタンをクリックすると、メインストリーム表示とサブストリー
ム表示を切り替えることができます。 

 

プレビュー方針を指定します。[リアルタイム]は、表示の遅れを最小限
で表示します。[スムーズ]は、映像が滑らかに動くように表示します。
[バランス]は、上記 2種類の中間の表示になります。 

図 5-3 

 
5.3.2 PTZ（パン・チルト・ズーム） 

 
  PTZカメラを接続しているチャンネルの「 」をクリックして PTZ 制御画面を表示

して、図 5-5 に示すように、右側のパネルでPTZ の速度、方向、ズームなどの操作を

実行できます。この機能は、PTZカメラのみに対して有効になります。 
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図 5-5 

 
 PTZ 制御 

PTZ 制御パネルは、PTZカメラの 回転 (上、下、左、右、左上、左下、右上、右下

を含む)、フォーカス、ズーム、絞り、プリセット、パトロールなどを設定するため

に使用されます。 図 5-5 に示すように、設定時に方向キーと併用します。 
 

 チャンネル：PTZカメラが接続されているチャンネルを選択します。 

 ズーム：＂ /  ＂をクリックしてズームイン/アウトを調整します。 

 焦点：＂ /  ＂をクリックしてフォーカスを調整します。 

 絞り：＂ /  ＂をクリックして映像の明るさを調整します。 

 スピード： 1から7までを選択します。数値が大きくなると動作速度が速             

くなります。 

 方向：＂ ＂を使用してカメラの方向を調整します。 

 クルーズコントロール 

PTZ 制御パネルで、【プリセット】 をクリックしてプリセット位置設定画面上で、プ
リセット ポイントの設定と呼び出しに使用します。【パトロール】 をクリックして
パトロール経路を選択し、図 5-6に示すようにパトロールをオン/オフにします。  
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図 5-6 
 

 プリセット：プリセットの設定/呼び出し/削除に使用します。 

 パトロール：設定したパトロール経路を選択し、クリックしてパトロールのオン

/オフを切り替えます。 
 

5.3.3 映像調整 

映像調整画面では、明るさ、コントラスト、彩度、シャープネスなどの画像パラ
メーターを設定できます。 

 
画像のセットアップ手順は次のとおりです。 

 

ステップ1：図 5-7 に示すように、 をクリックして映像調整画面を表示させます。 

 

 
図 5-7 
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  ステップ2：調整するチャンネルを選択します。 
  ステップ3：明るさ、コントラスト、彩度、鮮明度、ワイドダイナミックレンジ、映

像反転、廊下モード、ビデオフォーマット、デイ/ナイト切替、その他
のパラメーターを設定します。 

  ステップ4：【適用】をクリックして設定値を保存します。 
 
 画像調整: 実際の環境に応じて、プログレスバーをドラッグしてプレビュー画

面の明るさ、コントラスト、彩度、鮮明度を調整できます。 プログレスバーの
後ろにある「輝度」、「コントラスト」、「彩度」、「鮮明度」の値を設定す
ることができます。 有効な値の範囲は 0 ～ 255 で、デフォルト値は 128 で
す。 

 WDR（ワイドダイナミックレンジ）: デフォルトはオフです。 強度 (オフ、低、
中、高) はドロップダウン メニューで切り替えることができます。 

 映像反転: デフォルトではオフになっています。必要に応じてモード (水平、垂
直、水平、垂直) を切り替えます。 

 廊下モード:デフォルトはオフになっています。実際のニーズに応じてモードを
切り替えます(90°回転、270°回転)。 

 ビデオフォーマット: デフォルトは 50HZ、切り替え可能な周波数は、60HZで
す。 

 デイ/ナイト切替: デフォルトは自動ですが、実際のニーズに応じてモードを切
り替えることができます (カラー、白黒、タイミング切り替え)。 
 

 自動: 映像の明るさによって自動的に切り替わります。 
 カラー: カメラの補助光がオフになり、映像はカラー モードに固定されま

す。 
  白黒: カメラの補助光が常にオンになり、映像が白黒に固定されます。 
 タイマー: カラーモードと白黒モードは、事前に設定された時刻に従って

切り替わります。時刻の設定は、「設定 → チャンネル設定 → 映像 → デ
イ＆ナイトモード」で行ってください。 

 

メモ 
 映像調整の内容は、IPカメラのサポートされた機能のみを表示します。カメラに

よって表示内容は変わります。具体的な設定内容は、実際の製品に依存します。 
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5.4 再生 
5.4.1 映像の再生 

  図 5-8 に示すように、メイン メニューで「   」をクリックして映像の再生画面
に入ります。 

 
図 5-8 

 

各機能の説明を次の表 5-4に示します。 

  
No. 

 
機 能 

 
説 明 

1 チャンネル 

最小 CH/ 最大 CH: 再生チャンネルの数を選択します。 
最小 CH数では、 1 つのチャンネルが選択されます。最
大 CH数では、NVRが一度にサポートする最大チャンネ
ル (4 チャンネル) を選択します。 
チャンネル: 参照するチャンネル番号を選択します (複数
のチャンネルを同時に選択できますが全て同時に再生する
ためにはサブストリームを選択する必要があります) 

2 カレンダー 

カレンダー上の赤ドットのある日付はビデオ録画があるこ
とを示し、赤ドットがない日付はその日に録画がないこと
を示します。 どの再生モードでも、録画タイプとチャン
ネルを選択し、表示したい日付をクリックすると、タイム
ラインがその日の録画トラックに更新されます。 
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3 
再生制御 

 

パネル 

 

：動体検知 
 

：スマート検知 
 

：アラーム 
 

：ノーマル 
 

：減速 
 

：加速 
 

：前のフレーム  
 

：先のフレーム 
 

：再生 
 

：一時停止 
 

：30秒戻る 
 

：30秒進む 
 

：全画面 

4 再生バー 

現在の状況での録画タイプと録画時間を表示します。マル
チ分割画面の場合は、再生画面をクリックしてチャンネル
を選択します。 表示している時間軸は、選択されたチャ
ンネルの録画時間軸です。色付きの領域内の点をマウスで
クリックすると、その時点から再生が開始されます。 
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5 
隠れた 

 
メニュー 

 

：ズーム 
 

：音量 
 

：タグ追加 
 

：クリップ 

表 5-4 

 

再生：チャンネル、日付、ビデオの種類に従って対応するビデオフ
ァイルを取得し、条件を満たす再生バーからビデオ ファイルを順番
に再生します。 

 
具体的な手順は次のとおりです。 

 
ステップ 1: メインメニューで「   」をクリックして再生画面に入ります。 

ステップ 2: ビデオ再生チャンネルを選択すると、カレンダーに当月のビデオ録画

の状況が自動的に表示されます。 
 1チャンネルを再生する場合 

 
1.   再生するチャンネル、日付、録画タイプを選択します。 
 

  2.  「  」をクリックすると、以下の図 5-9 に示すように録画の再生を開始します。 
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図 5-9 

 マルチチャンネル再生 
1.再生する複数のチャンネル、日付、録画タイプを選択します。 

              2. [   ] をクリックすると、以下の図 5-10 に示すように、映像画面でマル

チチャンネル同期再生ビデオが開始されます。 
 

 
図 5-10 

 
  メモ 
 図 5-10 に示す画面は参考用です。カメラの設定などにより同時再生の最大チ

ャンネル数や機能が異なります。実際の画面を参照してください。 
 同時に再生するチャンネルを増やすと画面上に[NO RESOURCE]が表示され、

全てのチャンネルが表示されなくなります。その場合は、画面下部の
「 」をクリックしてサブストリームを選択してください。 
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5.4.2 再生支援機能 
 
 ズーム 

 
具体的な操作手順は以下の通りです。 

 

ステップ 1: メインメニューで「      」をクリックして再生画面に入ります。 

    ステップ 2: ビデオを再生するチャンネルとビデオが録画された日付を選択すると検
索されたビデオが進行状況バーに表示されます。 

ステップ 3: 「      」をクリックしてディスプレイ画面で再生します。 

ステップ 4: 以下の図 5-11 に示すように、再生画面をクリックし、隠しメニューを

ポップアップし、「   」をクリックしてズーム画面を開きます。 

 

図 5-11 

 
メモ 

 ズーム画面に入ると、中央部のデフォルトの画像が拡大されます。画像の最大倍

率は16倍です。 

 画像を拡大する場合、デフォルトでは画像の中央が拡大されます。 マウスの左

ボタンを押したまま赤枠をドラッグすると、拡大する領域が移動します。 

 マウスホイールを使用して、画像を拡大および縮小できます。マウス ホイール

を前方に回転すると画像が拡大されます。後方に回転すると画像が縮小されます。 
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 タグ 

タグ機能を使用すると、ユーザーはビデオの再生時に特定の時点の関連情報を記録

し、マークされたビデオをいつでも閲覧できるようになります。 
 
ステップ 1: メインメニューで「   」をクリックしてビデオ再生画面に入ります。 

  ステップ 2: ビデオを再生するチャンネルとビデオが録画された日付を選択すると、検

索されたビデオが進行状況バーに表示されます。 

ステップ 3: ビデオを表示しているときに、画面に異常な状況がある場合は、再生画面

の ウィンドウをクリックして非表示メニューをポップアップ表示し、ラベルをクリッ

クして、カスタム ラベルを追加した後、ラベルを 以下の図 5-12 に示すように、検索

機能を使用して、対応するビデオ ファイルをすばやく表示またはエクスポートできま

す。 

 

 
図 5-12 

 

 メモ 
・ タグを追加すると、システムはタグ付け時間の前後 5分のビデオを自動的

に切り取って保存します。 
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 クリップ 
ビデオ再生時にクリップビデオファイルをUSBメモリなどに保存することができ 
ます。 

 
具体的な操作手順は次のとおりです。 

    

ステップ 1: メインメニューで「   」をクリックしてビデオ再生画面に入ります。 

ステップ 2: ビデオを再生するチャンネルとビデオが録画された日付を選択すると、検

索されたビデオが進行状況バーに表示されます。 

ステップ 3: 図 5-13 に示すように、再生ウィンドウをクリックして非表示メニューを

ポップアップ表示し、「       」をクリックして、ポップアップ ボックスに開始時刻と

終了時刻を入力します。 

 
図 5-13 

ステップ 4: 以下の図 5-14 に示すように、[保存] をクリックしてクリップビデオを 

USB メモリにエクスポートします。 

 

 
図 5-14 
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5.5 検索 
5.5.1 ビデオの検索 

 
具体的な操作手順は以下の通りです。 

ステップ 1: 以下の図 5-15 に示すように、メインメニューから [検索→ビデオ] を選

択してビデオ検索画面に入ります。 

 

 
図 5-15 

 

ステップ2: 検索条件 (ビデオの種類、時間範囲、チャンネル) を設定します。 
      ステップ3:【検索】をクリックすると、条件を満たすファイルが検索結果に表示され

ます。  

ステップ4: USBメモリを NVR のUSBポートに挿入し、ビデオ ファイルを選択して、

【エクスポート】 または 【すべてエクスポート】 をクリックし、バックアップが完

了するまで待ちます。 
 
 ビデオ: ビデオ ファイルの種類を選択します。全て、ノーマル録画、動体検知、

アラームの種類があります。 

 タグ: タグを選択し、タグ作成時に入力した文字を入力して、一致するビデオフ

ァイルを検索します。 
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 チャンネル: 検索したいチャンネルを選択します。 

 開始/終了時刻: 検索ファイルの開始時間と終了時間を選択します。 

 検索:検索条件に従ってビデオ ファイルを検索し、リストに表示します。 

 エクスポート: NVRに接続された USBメモリに選択されたビデオファイルをダウ

ンロードします。 

 すべてエクスポート: リストに表示されたすべてのビデオ ファイルをNVRに接続

したUSBメモリにダウンロードします。 

 ／    :ページ送り機能。リスト上に多くのビデオファイルがある場合、ク
リックして別のページのビデオ ファイルを表示します。 

 : 検索結果をサムネイルで表示します。  

   :検索結果をリストで表示します。 

 

5.5.2 画像 
 
具体的な操作手順は以下の通りです。 

ステップ 1: メイン メニュー ページで、[検索 → 画像] を選択して、以下の図 5-
16 に示す画像検索画面に入ります。 
 

 
図 5-16 

    ステップ2： 検索条件（画像の種類、時間範囲、チャンネル）を設定します。 

ステップ3：【検索】をクリックすると、条件を満たすファイルが検索結果に表示され

ます。 
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ステップ 4：画像ファイルをエクスポートします、USBメモリを NVR に挿入し、画
像ファイルを選択して、【エクスポート】 または【すべてエクスポート】をクリッ
クし、エクスポートの進行が完了するまで待ち、選択した画像 ファイルをUSBメモ
リに保存します。 

 
 画像： 画像の種類を選択します。すべて、手動、動体検知、ラインクロス、地域侵

入、徘徊、人の集合が選べます。 

 チャンネル：チャンネルを選択します。 
 開始/終了時間：検出するファイルの開始時間と終了時間を設定します。 
 検索:検索条件によって画像ファイルを検索し、リストに表示します。 
 エクスポート： 選択した画像ファイルを USBメモリに保存します。 
 すべてエクスポート: 表示された画像ファイルをすべてUSBメモリに保存しま

す。 
 ：多くのファイルが表示された場合にページ送って表示します。 
 ：検索された画像ファイルをサムネイル表示します。 
 ：検索された画像ファイルのリストを表示します。 

 

5.5.3 イベント検索 

具体的な操作手順は以下の通りです。 
ステップ 1: 以下の図 5-17 に示すように、メイン画面で [検索 → イベント] を選択

し、イベント検索画面に入ります。歩行者、車両、顔検出は、サポートしていません。 

 

図 5-17 
 
ステップ2：検索条件（イベントの種類、日時範囲、チャンネル）を設定します。  
ステップ3：【検索】をクリックすると、条件を満たすファイルが検索結果に表示さ
れます。 
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ステップ4： ビデオ ファイルをエクスポートします、USBメモリを NVR に挿入
し、ビデオ ファイルを選択して、【エクスポート】 または 【すべてエクスポー
ト】をクリックし、エクスポートの進行が完了するまで待ち、検索したビデオ フ
ァイルをUSBメモリにエクスポートします。 
画面右上の「 」をクリックするとバックアップの進行状況を確認できます。 

 
 イベント： 動画 ファイルの種類を選択して検索します。すべて、手動、動体

検知、地域侵入、ラインクロス、徘徊、人の集合の検知が選べます。 
 チャンネル： チャンネルを選択します。 
 開始/終了時間：検出するファイルの開始時間と終了時間を設定します。 
 検索:設定した検索条件でビデオ ファイルを検索し、リストに表示します。 
 エクスポート： 選択したビデオファイルを USBメモリに保存します。 
 すべてエクスポート: 表示されたビデオファイルをすべてUSBメモリに保存し

ます。 
 ：多くのファイルが表示された場合にページ送って表示します。 

 ：検索されたビデオファイルをサムネイル表示します。 
 ：検索されたビデオファイルのリストを表示します。 

 
5.5.4 ログ 
 
具体的な操作手順は以下の通りです。 
ステップ 1: メインメニュー ページで、[検索 → ログ] を選択して、以下の図 5-18 
に示すログ検索画面に入ります。 
 

 
図 5-18 
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ステップ 2：検索条件（ログの種類、時間範囲）を設定します。 

ステップ 3：【検索】をクリックしてログを表示します。 

ステップ 4：USBメモリを NVR に挿入し、【すべてエクスポート】をクリックし、

エクスポートの進行が完了するまで待ち、検索されたログ をUSBメモリに保存します。 

 ログ: ログ ファイルの種類を選択して検索します。すべて、アラーム、異常検

知 、操作、パラメーター設定が選択できます。 

 開始/終了時間：検出するログの開始時間と終了時間を設定します。 

 検索：検索条件に従ってログを検索し、リストに表示します。 

 すべてエクスポート: NVR内のすべてのログ をエクスポートし、NVRに接続され

ている USBメモリに保存します。 

 ／ ：表示されたログが多い場合にページ送りします。 
 
 

5.6 設定 
5.6.1 システム設定 

 全般 

全般設定画面では、言語、タイムゾーン、日付の表示形式、システム日時、ディス

プレイ解像度、デバイス名、自動ログアウト時間、マウスの移動速度、サマータイ

ム、起動ウィザード、パスワード機能の設定ができます。 

 

具体的な操作手順は以下のとおりです。 

ステップ 1: メイン メニューで、[設定 → システム設定 → 全般] をクリックして、以

下の図 5-19 に示すように、全般設定画面に入ります。 
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図 5-19 

 

ステップ 2: 必要に応じて、言語、タイムゾーン、日付形式、システム日時、そ

の他の情報を設定します。 

 言語: システムのデフォルト言語を設定します。現在、簡体字中国語、繁

体字中国語、英語、ポーランド語、チェコ語、ロシア語、タイ語、ヘブラ

イ語、ブルガリア語、アラビア語、ドイツ語、フランス語、ポルトガル語、

トルコ語、スペイン語、イタリア語、ハンガリー語、ローマ語をサポート

しています。 、韓国語、オランダ語、ギリシャ語、ベトナム語、日本語、

ベンガル語、ウクライナ語、ペルシア語、デフォルトは日本語です。 

 タイムゾーン: ドロップダウンボックスからNVRが設置されている地域の

タイムゾーンを選択します。 例: 日本は GMT+9:00 です。 

 日付の表示形式: 「日月年」、「月日年」、「年月日」などの日付の

表示形式を選択します。 

 システム日時: 枠内をクリックしてカレンダーと時刻バーをポップアップ表示し、

対応する日付と時間を選択して[OK]をクリックします。 

 サマータイム: サマータイム機能を開き、夏時間を設定します。 タイプ、日付、

開始時刻、終了時刻などの関連パラメーターを設定します。 
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 起動ウィザード：デフォルトでオンになっていますので起動時にウィザードが作
動します。設定完了後は、オフにしてください。 

 システム時刻：現在のNVRの時刻を表示し、日時表示部をクリックしてカレンダ
ーと時刻バーをポップアップ表示します。システム時刻を手動で変更します。ネ
ットワーク接続している場合は、NTP 時刻校正をオンにしてください。 

 解像度：現在のNVRの表示しているディスプレイ解像度を表示します。選択可能
な値は 1024×768、1280×720、1280×1024、1920×1080、3840×2160 で
す。 HDMI接続では、最高で 4K 解像度の出力をサポートします。 

 デバイス名：任意のデバイス名を入力します。 
 自動ログアウト時間：自動的にログアウトするまでの時間を設定します。1～60

分または、無しを選択します。 

 マウスの移動速度: マウスカーソルの移動速度を設定します。 

 パスワード：デフォルトでオンになっています。パスワードを無効に
するには「 」をクリックします。ログイン時にパスワードを入力
しなくてもシステムに入れます。  

 ステップ 3: 【適用】をクリックして設定を保存します。 

 
 プレビュー設定 

 
 画面巡回 

このNVRは、画面巡回機能をサポートしています。 設定後、システムは分割画面
に従って各チャンネルの映像を順番に表示します。 各画像グループが一定時間表
示されると、次の画像グループに自動的に切り替わります。 

 
ステップ 1: メインメニューから「設定 → システム → プレビュー」をクリックし

て、以下の図 5-20 に示す画面巡回設定画面に入ります。 

ステップ 2: 巡回分割画面モード、巡回間隔、巡回チャンネルを選択します。 

ステップ  3: 【適用】をクリックします。 

ステップ 4: プレビュー 画面で、画面の右下隅にある「 」をクリックするか、

ショートカットメニューの【巡回開始】をクリックして巡回を開始します。 
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図 5-20 

 
 表示（View） 

ここでは、プレビュー画面を開いた時に表示されるレイアウトの初期状態を設定しま

す。 

ステップ 1: メインメニューから「設定 → システム → プレビュー」をクリックし
て、[表示（View）]のタブをクリックして以下の図 5-21 に示す表示（View）設
定画面に入ります。 
ステップ 2: の中から画面モードを選択し

ます。 

ステップ 3: 映像を映す位置を指定します。指定した位置には赤い枠が表示されます。 

ステップ 4: の表示されたチャンネルをクリックすると赤い枠内にチャンネル名

が表示されます。ステップ3、ステップ4の作業を繰り返して他のチャンネルも指

定します。 

ステップ 5: 【適用】をクリックして設定を保存します。 
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図 5-21 

 
 ユーザー設定 

 
 

メモ 
 工場出荷時の管理者ユーザー名は「admin」、パスワードは「12345」です。 
・ 管理者はユーザーの追加と削除、ユーザーパラメーターの設定を行うことが

できます。 
・ ユーザーレベルには、オペレーターとユーザーの 2 つのレベルがあります。. 

 
 

注意 
 

 本製品のネットワーク利用のセキュリティを向上させるため、本製品のパスワー

ドを定期的に更新してください。 3 か月ごとに更新してメンテナンスすることを

お勧めします。 設置環境上、高度なセキュリティ要件がある場合は、パスワー

ドを毎月または毎週更新することをお勧めします。 
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 ユーザー追加 
 
具体的な操作手順は以下の通りです。 
ステップ 1：メイン メニューで、「設定 → システム → ユーザー」を選択し、図 5-

22 に示すようにユーザー 設定画面に入ります。 

 

 
図 5-22 

 

 ユーザーリスト: NVRのユーザーをすべて表示します。 管理者はパスワードのみ

を変更することができます。管理者はすべての権限があり、変更はできません。 

 

ステップ 2：  をクリックして権限確認画面に入り、以下の図 5-23 に示すよう

に、最初に管理者パスワードを確認します。 

 
図 5-23 
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ステップ 3: 管理者パスワードを入力し、【保存】をクリックします。許可が確認され
たら、ユーザーを追加するためのユーザー追加画面に入ることができます (以下の図 
5-24 を参照)。 
 

 
図 5-24 

 
ステップ 4: レベルを選択し、新しいユーザー情報 (ユーザー名、パスワード、パス
ワードの確認) を入力し、レベルを選択して、【保存】をクリックします。 
ステップ 5: 権限を設定します。 【権限設定】をクリックして権限設定画面に入り、
ユーザーの権限を設定します。 
 
 権限の説明 
権限はローカル設定、リモート設定に分かれており、管理者ユーザーは必要に応じ
て対応する権限を有効/無効にすることができます。 

 
・ ローカル設定 

 ローカルセットアップ: パラメーターの設定、ログの表示、カメラ設定、
再起動、アップデートの許可の設定ができます。 

 ローカル チャンネルの制御：プレビュー、再生、バックアップをチャン
ネル毎に 許可することができます。 
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・ リモート設定 
 リモートセットアップ: パラメーターの設定、ログの表示、カメラ設定、

再起動、アップデートの許可の設定ができます。 
 リモート チャンネルの制御：プレビュー、再生、バックアップをチャン

ネル毎に 許可することができます。 
 

メモ 
 「パラメーターをデフォルトに戻す」ための権限は管理者のみにあります。 
 チャンネル権限は、チャンネルの個別の権限設定をサポートします。 

 
ステップ 6：以下の図 5-25 に示すように、【保存】 をクリックして設定した権限を
保存し、ユーザー管理画面に戻ります。 
 

 
図 5-25 

 

 ユーザーのパスワードを変更する 

 
具体的な操作手順は以下の通りです。 
ステップ 1: メイン メニューで、「設定 → システム → ユーザー」を選択して、

ユーザー設定画面に入ります。 
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ステップ 2: 「ユーザー」を選択し、「 」をクリックして、管理者パスワード

を入力して「保存」をクリックして「パスワードを変更」画面に入ります。 

 

 
図 5-26 

 
ステップ 3: パスワードと確認を入力して【保存】をクリックします。 
 
 ユーザーの削除 
具体的な操作手順は以下の通りです。 
ステップ 1: メイン メニューで、[設定 → システム → ユーザー] を選択してユーザー
設定画面に入ります。 
ステップ 2: 削除するユーザーを選択し、以下の対応する「 」をクリックして削除
します。 
ステップ 3: 管理者パスワードを入力し、【保存】をクリックしてユーザーの削除を
完了します。 

 
 ユーザー権限を変更する 
具体的な操作手順は以下の通りです。 
ステップ 1: メインメニューで、「設定 → システム → ユーザー」を選択して、ユー
ザー設定画面に入ります。 

ステップ 2: 図5-27に示すように、ユーザーを選択し、「 」をクリックし、管理者

パスワードを入力してユーザー権限を変更するための画面に入ります。  
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図 5-27 

ステップ 3: 必要に応じてユーザーのローカル設定の権限とリモート設定の権限を変

更し、【保存】をクリックして変更を完了します。 
 

5.6.2 ネットワーク 
 
 基本設定 

 
 TCP/IP 
NVRの IP アドレス、DNS サーバー、その他の情報を設定して、ネットワーク内の他
のデバイスと確実に通信できるようにします。 

 

メモ 
 NVRをネットワーク経由での監視に使用する場合は、接続するLAN環境に合わせ

て設定する必要があります。 
 
具体的な操作手順は以下のとおりです。 
ステップ 1: メインメニューから「設定→ ネットワーク → 基本設定 → TCP/IP」を

選択して 図5-28に示すTCP/IP設定画面 に入ります。 
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図 5-28 

ステップ 2: IP アドレス、サブネット マスク、ゲートウェイ、優先DNS、およびそ

の他の関連ネットワーク パラメーターを設定します。  

ステップ 3: 【適用】をクリックして設定を保存します。 
 
 IP アドレス: NVR の IP アドレスを入力します。 

 DHCP有効: DHCP (動的ホスト構成プロトコル) 機能を有効または無効にします。 

DHCPが有効な場合、「IPアドレス」、「サブネットマスク」、「ゲートウェイ」

は設定できません。この機能は、最初に「有効」に設定されていますが、工場出

荷時設定に戻すと「無効」になり、IPアドレスが「192.168.1.88」になります。 

 サブネットマスク: 接続するLAN環境に応じて設定します。 

 ゲートウェイ: 実際の状況に従って、同じネットワークセグメント内の IP アド

レスを使用します。 

 優先DNSサーバー：これは DNS サーバーの IP アドレスで、通常はローカルの

アクセス ポイント サービス プロバイダー (ISP) によって提供されます。 ここ

にドメイン ネーム サーバーの IP アドレスを入力します。 

 代替DNSサーバー：優先 DNS サーバーが機能しない場合は、代替 DNSサーバ

ー を使用します。 

 内部ネットワークカードIP: PoEポートに接続する機器のための内部IPを設定し
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ます。1系統のLANに複数台のNVRを接続する場合は、この内部IPアドレスが衝突

しないように設定してください。 

 IPv6のモード:手動または、自動設定（RA）を選択します。自動設定（RA）を

選択すると以下の設定項目は自動的に入力されます。 

 IPアドレス(IPV6):IPアドレスを入力します。 

 サブネット接頭辞の長さ:接頭辞の長さを入力します。 

 ゲートウェイ(IPV6):ゲートウェイのアドレスを入力します。 

 MAC アドレス: NVR のMACアドレスが表示されます。 

 
 ポート 
・ TCP ポート: 実際のニーズに応じて設定してください。デフォルト値は 

5000です。 
・ HTTP ポート: 実際のニーズに応じて設定してください。デフォルト値は 80

です。 
・ RTSP ポート: 実際のニーズに応じて設定してください。デフォルト値は 

554です。 
・ プライベートポート: Bitvision接続の際に使用するポートです。実際のニー

ズに応じて設定してください。デフォルト値は 6000 です。 
 

 

メモ 
• IP アドレスとデフォルトゲートウェイは同じネットワークセグメント内に

ある必要があります。 
• NVR の DHCP が有効になっている場合に DHCP をオフにした後は、 IP ア

ドレスとその他のパラメーターを設定してから再起動する必要があります。 
• PoEポートに接続するIPカメラがプラグ＆プレイ機能に対応している場合の

み、内部IPと同じセグメントのIPアドレスが割り振られて登録されます。 
• 内部ネットワーク アダプターの IP アドレスと NVR の IP アドレスを同じ

ネットワーク セグメント上に置くことはできません。  
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 DDNS 
DDNS (ダイナミック ドメイン ネーム サーバー) パラメーターを設定した後、NVR 
の グローバルIP アドレスが変更されても、システムは DNS サーバー上のドメイン
名と グローバルIP アドレスの関係を動的に更新できます。ドメイン名を使用すると、
絶えず変化する IP アドレスを記録せずに、NVR に直接アクセスできます。 
 
前提条件 
DDNS を設定する前に、NVRがDDNSの種類をサポートしていることを確認し、
DDNS サービス プロバイダーの Web サイトにログインして、ユーザー名、パス
ワード、ドメイン名、およびその他の情報をPC に登録してください。 

 
具体的な操作手順は以下のとおりです。 
ステップ 1: 図 5-29 に示すように、メインメニューから「設定 → ネットワーク → 
基本設定 → DDNS」を選択し、DDNS設定画面に入ります 
 

 
図 5-29 

 
ステップ 2: DDNS を有効にし、DDNS タイプを選択し、更新時間 (秒)、ユーザ
ー名、およびパスワードを入力します。 
ステップ 3: 【適用】をクリックして、DDNS 設定を保存します。 
ステップ 4: PC の Web ブラウザにドメイン名を入力し、「Enter」を押します。 
NVRのWeb画面が表示されれば、設定は成功です。 表示されない場合、設定は
失敗しています。 
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 有効: DDNS 機能を有効にします。 
 DDNSタイプ: 動的ドメイン名解決サーバーによる DDNSタイプを選択します。 

(現在、NVRは ORAY、NO-IP、DYN、CHANGEIP、A-PRESS、MYQSEE、
SKDDNS、SMART-EYES、ZEBEYE などの複数の DDNS をサポートしています。
これらの複数の DDNS は同時に共存でき、ユーザーは選択できます) 必要に応
じて設定します)。 

 更新時間 (秒): 更新の間隔は 60 秒以上でなければなりません。更新時間が短い
リクエストを繰り返すとサーバー攻撃になるかもしれません。 

 ユーザー名: DDNS サービスプロバイダーに登録されているアカウントを入力し
ます。 

 パスワード: DDNS サービスプロバイダーに登録されているアカウントのパスワ
ードを入力します。 

 ドメイン: DDNS サービスプロバイダーに登録されているドメイン名を入力しま
す。 
 

メモ 

・ DDNS を設定した後、DDNS ドメイン名を介してNVRにアクセスでき
るように、NVR が WAN に接続されていることを確認してください。 

 
 PPPoE 

PPPoE (Point-to-Point Protocol over Ethernet) は、NVRがネットワークにア
クセスする方法の 1 つです。 インターネット サービス プロバイダーから提供
された PPPoE ユーザー名とパスワードを取得した後、PPPoE ダイヤルアップ経
由でネットワーク接続を確立できます。 接続が成功すると、NVRは WAN の動
的 IP アドレスを自動的に取得します。 

 
具体的な操作手順は以下のとおりです。 
ステップ 1: メイン メニューで、[設定 → ネットワーク → 基本設定 → PPPoE」を
選択して PPPoE に入り、以下の図 5-30 に示すように設定します。 
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図 5-30 

 
ステップ 2: 「有効」を選択し、PPPoE のユーザー名とパスワードを入力します。 
ステップ 3: 【適用】をクリックして設定を保存します。 

 
 有効:  PPPoE 機能をオン/オフにします。 
 ユーザー名: ISP (インターネット サービス プロバイダー) によって提供される 

PPPoE ユーザー名を入力します。 
 パスワード: ユーザー名に対応するパスワードを入力します。 

 メモ 

• 設定完了後、再起動すると自動的にダイヤルされます。 ダイヤルが成功する
と、ネットワーク情報が ステータスに表示され、ユーザーは IP アドレスを
介してNVRにアクセスできるようになります。 

• 設定完了後は、TCP/IP 画面の IP アドレスを変更することはできません。 
 

 NTP 
NTP (ネットワーク タイム プロトコル) を有効にすると、システムは NTPサーバー
を通じてNVRの時刻を定期的に調整し、NVRのシステム時刻の正確さを確保できま
す。 
 

具体的な操作手順は以下のとおりです。 

ステップ 1: メイン メニューでから「設定 → ネットワーク設定 →  基本設定 → NTP」

を選択して 図 5-31に示すNTP設定画面を開き設定します。 
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図 5-31 

 
ステップ 2: [有効] をクリックして、NTP 関連のパラメーターを設定します。 

 
 NTP サーバー: ドロップダウンボックスの中から使用するNTP サービスのドメ

イン名を選択します。 
 カスタマイズ: NTP サーバーで「カスタム」を選択した場合、NTP サーバーの

ドメイン名を手動で入力します。 
 更新間隔 (分): NTP 時刻修正の間隔を入力します。デフォルトは 720 分、設定

可能な範囲は 30 ～ 1440 分です。 
 NTP ポート: NTP サーバーに対応するポートを選択します。 

 
ステップ 3: 【適用】をクリックして設定を保存します。 
 
 FTP 

FTP (File Transfer Protocol) サーバーを使用すると、アラーム画像を FTP サーバ

ーに保存できます。 

 
前提条件 
 FTP サービス ツールを購入またはダウンロードし、そのソフトウェアを PC にイン
ストールする必要があります。 
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メモ 

・ FTP ユーザーを作成するには、FTP フォルダへの書き込み権限を設定する必要が
あります。そうしないと、写真は正常にアップロードされません。 

 
具体的な操作手順は以下のとおりです。 
ステップ 1: メイン メニュー から[設定 → ネットワーク →基本設定 → FTP] をク
リックして、図 5-32 に示すように FTP設定画面に入ります。 
 

 
図 5-32 

 

ステップ 2: [有効] を選択し、FTP サーバーのIPアドレス、FTP ポート、ユーザー

名、パスワード、ファイル アップロード パスなどのパラメーターを入力します。 

  

ステップ 3: 【適用】をクリックして設定を保存します。  

ステップ 4: 【テスト】 をクリックして、ネットワーク接続と FTP 設定が正しいか

どうかを確認します。. 

 

メモ 

・ テストが失敗した場合は、ネットワークまたは FTP の設定を再確認してくだ

さい。 
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 有効:  FTP 機能をオン/オフにします。 

 FTP サーバー: FTP サーバーのホスト IP アドレス。 

 FTP ポート: デフォルトの FTP ポートは 21 です。 FTP サーバーと同じポート

番号を使用する必要があります。 

 ユーザー名: FTP サーバーにログインするためのユーザー名を入力してください。 

 パスワード: ユーザー名に対応するパスワードをここに入力してください。 

 ファイルアップロード: FTP アカウントのディレクトリ内にルールに従ってフォ

ルダを作成します。 
 リモート ディレクトリが空の場合、システムはアップロードされた画像

を FTP サーバーのルート ディレクトリに保存します。 

 ディレクトリの名前を入力すると、システムは FTP ルート ディレクト

リの下に対応する名前のフォルダを作成し、アップロードされた画像を

このフォルダに保存します。 

 テスト: 【テスト】をクリックすると、NVR がファイルを FTP サーバーに正常

にアップロードできるかどうかをテストします。 
 
 UPnP 

UPnP プロトコルを通じて内部ネットワークと外部ネットワーク間のマッピングが
確立されると、外部ネットワーク ユーザーは外部ネットワーク IP アドレスを使用
してイントラネット上の NVR に直接アクセスできます。 
 
前提条件 

1）ルーターにログインし、外部ネットワークにアクセスするためにルーターの 
WANポートの IP アドレスを設定します。 

2）ルーターが第 1 レベルルーター (または仮想第 1 レベルルーター) であること
を確認し、UPnP 機能をオンにします。 

3）NVRをルーターの LAN ポートに接続し、プライベート ネットワークにアクセス
します。 

4）メインメニューから「設定 → ネットワーク → 基本設定 →TCP/IPで、「IPア
ドレス」をルーターの空いているIPアドレス（例：192.168.1.101）に設定するか、
「DHCP」を選択してIPアドレスを自動的に取得します。 
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具体的な操作手順は以下のとおりです。 
ステップ 1: メイン メニュー ページで、図 5-33 に示すように、[設定 → ネットワ
ーク → 基本設定 → UPnP] をクリックして UPnP 設定画面に入ります。 
 

 
図 5-33 

 
ステップ 2: UPnP 機能を有効にし、内部 IP、外部 IP、UPnP ルートのポート マッピ
ング情報などの関連パラメーターを設定します。 
ステップ 3: 【適用】をクリックして構成を保存します。 
 
 有効: UPnP 機能をオン/オフします。 
 ステータス: UPnPのマッピングステータスを表示します。 
 ローカル IP: ルーターのLAN ポートアドレスを入力します。マッピングが成功

すると、IPアドレスは設定しなくても自動的に取得されます。 
 グローバル IP: ルーターのWAN ポート アドレスを入力します。 マッピングが

成功すると、IPアドレスは設定しなくても自動的に取得されます。 
 ポートマッピング表: ルーターのUPnPマッピング テーブル情報に対応します。 

 サーバー名: Webサーバー名を入力します。 
 プロトコル: プロトコルの種類を選択します。 
 内部ポート: NVRのマッピングする必要があるポートを入力します。 
 外部ポート: ルーターに設定したポートを入力します。 

 追加: 【追加】をクリックしてマッピングを増やし、サービス名、内部ポート、
および外部ポートを入力します。 
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 サーバー名: 任意のサービス名を入力します。 
 プロトコル: プロトコルを選択します。 

 内部ポート: 対応する HTTP ポート、RTSP ポート、TCP ポートを入
力する必要があります。 

 外部ポート: 自己定義でき、内部ポートは同じにすることができます
が、NVR の他のポートを繰り返すことはできません。 

 削除: ポートマッピング表内のマッピング情報を選択し、削除します。 
 

メモ 

• ルーターマッピングポートの外部ポートを設定する場合は、1024 ～ 65535 
のポートを使用するようにしてください。競合を避けるため、ウェルノウン 
ポート 1 ～ 255 とシステム ポート 256 ～ 1023 の使用は避けてください。 

• 同じ LAN 内に複数のNVRを接続する場合は、複数のNVRが同じ外部ポート
にマッピングされないようにポート マッピングを計画します。 

• ポートマッピングを実行するときは、マッピングされたポートが占有または
制限されていないことを確認してください。 

• TCP の内部ポートと外部ポートは一貫している必要があり、変更することは
できません。 
 

 IPフィルター 
IPフィルターは、IPアドレスまたは MAC アドレスをフィルタリングすることによ
り、PC が NVR Web クライアントにログインすることを制限します。ブロックリ
ストと許可リストの2種類があります。 
 ブロックリスト: 

ブロックリストにある IPアドレスまたは MAC アドレスを持つコンピュータは、
NVRのWebページにログインできません。 

 許可リスト: 
許可リストにあるIPアドレスまたは MAC アドレスを持つコンピュータだけが、
NVRのWebページにログインできます。 

 
IPフィルターの操作手順は次のとおりです。 
ステップ 1: メイン メニューで、[設定 → ネットワーク → 基本設定 → IPフィルタ
ー] を選択して、以下の図 5-34 に示すように、ブロック/許可リスト設定画面に入
ります。 
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図 5-34 

 
ステップ 2: 「ブロックリスト」か「許可リスト」の制限タイプを選択します。 
ステップ 3: 【追加】をクリックし、IP アドレス (または MAC アドレス) を選択し、 
IP アドレスを入力します。 
ステップ 4: 【適用】をクリックすると、IP アドレスまたは MAC アドレスがフィルタ
リストに追加されます。 
 

 
注意 

• 最大 128件のホワイトリストと 128件のブラックリストの追加をサポートしま
す。 

• フィルタリスト内の「 」をクリックしてIP アドレスまたは MAC アドレスを

変更できます。 

• フィルタリスト内の「 」をクリックしてリストから削除することができます。 

• ブロックリスト/許可リストを追加する場合、MAC アドレスの文字は大  
文字でも小文字でもよく、「00: bb: f2: 00: 15：42」のように「:」で区切
られます。 
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・ 仮想ホスト 
仮想ホスト機能は、NVRを介して直接カメラのWEBページにアクセスするこ
とができる機能です。カメラのWEBページでは、より細かい設定が可能にな
ります。 

 

仮想ホストの操作手順は次のとおりです。 

 
ステップ 1: メイン メニューで、[設定 →  ネットワーク → 基本設定 →仮想ホスト] 

を選択して、以下の図 5-33 に示すように、仮想ホストの有効化をオンに設定します。 

ステップ 2: 必要に応じてHTTP開始ポートとRTSP開始ポートを指定します。開始ポ

ートの数値がCH1のカメラの指定となり、数値の順にCH番号が大きくなります。 

ステップ 3: をクリックして設定を保存します。 

ステップ 4: パソコンのブラウザでNVRのIPアドレスにアクセスします。アドレスバ

ーに入力の際は、アドレスの数値の後ろに：(コロン)+HTTP開始ポートをつけます。 

（例1）192.168.1.88：10001（CH1のカメラにアクセスします） 

（例2）192.168.1.88：10002（CH2のカメラにアクセスします） 
 

 
図 5-35 

メモ 

・ DシリーズカメラのログインIDは、“admin”、 

パスワードは、“123456”です。 
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 P2P 
P2P はプライベート ネットワーク侵入テクノロジーです。 動的ドメイン名を申請
したり、ポート マッピングを設定したり、中継サーバーを展開したりする必要はあ
りません。 QR コードを直接スキャンしてモバイル クライアントをダウンロードで
きます。 アカウントを登録すると、モバイル クライアントで複数の NVRを同時に
追加して管理できます。 次の 2 つの方法で複数のデバイスを管理できます。 

 
1) スマートフォンで QR コードをスキャンし、P2Pアプリケーション（BitVision 
App）をダウンロードしてアカウントを登録します。 詳細については、Bivisionリ
モート接続の取扱説明書をご覧ください。 
2) P2P プラットフォームにログオンし、アカウントを登録し、シリアル番号と認証
コードを使用してNVRを追加します。 

メモ 

 この機能を使用するには、NVRをインターネットに接続する必要があります。 
そうしないと正しく動作しません。 
 

具体的な操作手順は以下の通りです。 
ステップ 1: メイン メニュー ページで、[設定 → ネットワーク → P2P] をクリック

します。 図 5-36 に示すように、P2P設定画面に入ります。 
 

 
図 5-36 
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ステップ 2: NVR がインターネットに接続していることを確認し、P2P設定 

を有効にして 暗号化で[SSL]を選択します。 

ステップ 3：【適用】をクリックして設定を保存します。 

ステップ 4： 接続ステータスは「オンライン」と表示されます。 これは、P2P が有

効であり、正常に使用できることを示します。 
 
 ステータス: NVRの P2P 接続状況を表示します。 

 有効: NVRの P2P 機能をオン/オフにします。デフォルトは「オン」です。 

 暗号化: 暗号化タイプを選択します。 暗号化が有効になると、NVRとサーバー間

のすべての信号通信が暗号化されます。 

 検知間隔 (分): NVRがモバイル クライアントに通知する時間間隔を設定します。

初期値では、「プッシュをオフにする」となっているので、NVRがモバイル端末

に通知をプッシュするのを停止します。 

 認証コード：P2Pアプリケーション（BitVision App）の設定時に必要になる6

ケタの文字列です。この文字列は、出荷時に筐体底のシールのCaptchaコードと

同一で変更はできません。 

 Android &IOS： 左側のQRコードは、P2P アプリケーションのダウンロード 先

へのリンクです。 

 SN：右側のQRコードは、NVRのシリアル番号を表示します。 このシリアル番

号はそれぞれのNVRの固有の番号です。設定時にQRコードがうまく読み取れな

い場合は、下の数字を読み取って入力することもできます。 

 BitVision Appの操作例 
 「BitVision APP」は、家庭およびビジネスユーザー向けにビデオサービスプラ

ットフォームを提供します。ユーザーは、リアルタイムビデオ、過去のビデオ、

アラームサービス、その他のサービスを簡単に閲覧できます。 

 
具体的な操作手順は以下の通りです。 

 ステップ 1: Android または iOS スマートフォンを使用して、対応する QR コ

ードをスキャンし、BitVision アプリをダウンロードしてインストールします。 
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 ステップ 2: クライアントを実行し、アカウントにログインします (最初にアカ

ウントを登録する必要があります)。 

 ステップ 3: NVRをモバイル クライアントに追加します。ログイン後、 

「Device Management→  →SN Add」をクリックし、NVR本体のシールま

たはP2P画面のQRコードを合わせてスキャン→QRコード（ラベルに印刷されて

いる確認コード）をスキャン後、デバイスのユーザー名、パスワード、確認コー

ドを入力します。【追加】をクリックしてデバイスメモとグループを設定し、追

加が成功したら「送信」をクリックします。 

 ステップ 4: リアルタイム プレビュー 

映像表示画面で、「Real Time」→「  」をクリックし、プレビューを表示す

るNVRとチャンネルを選択します。 

 

メモ 

BitVisionの設定方法の詳細につきましては、 

https://glanshield.com/ 

の取扱説明書から該当機種の説明書をダウンロードしてご覧ください。 

 
 Eメール 

Eメール情報を設定し、アラーム連動Eメール機能を有効にすると、NVRがアラーム
をトリガーすると、システムはユーザーのメールボックスにアラームEメールを送信
します。 

 
具体的な操作手順は以下の通りです。 
ステップ 1: メイン メニュー ページで、[設定 → ネットワーク → Eメール]をクリ

ックして、図 5-37 に示すEメール設定画面に入ります。 

https://glanshield.com/
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図 5-37 

ステップ 2: Eメール アラーム通知を有効にし、SMTP サーバー、SMTP ポート、

ユーザー名、パスワード、送信者、件名、メッセージ間隔を設定し、暗号化タイプ、

添付ファイル、その他のパラメーターを選択します。 

ステップ 3: 「テスト」をクリックすると、「成功しました。受信箱を確認してくださ

い。」というメッセージが表示されます。これでEメール設定は成功です。「メールが

届かない！」というメッセージが表示された場合は、Eメール設定に失敗しています。  

ステップ 4: Eメールが正常に送信されたら、【適用】 をクリックしてEメール設定を

保存します。 

 有効: メール送信を有効または無効にします。 

 SMTP サーバー: SMTP サーバーのタイプを選択します。 

 SMTP ポート: ここに対応するポート値を入力してください。 

 ユーザー名: 送信者のメールサーバーにログインするためのユーザー名を入力し

てください。 

 パスワード: 対応するパスワードをここに入力してください。 

 差出人:送信者の名前を入力してください。 

 宛先1/2/3: 受信者のEメール アドレス 3件まで入力できます。 

 件名: Ｅメールの件名をアルファベットと数字で入力してください。

デフォルトで "ＮVR_ALERT "が入力されています。 
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 暗号化: 無し、SSL、TLS、デフォルトの「SSL」など、メールボックス サーバ

ーの暗号化を選択します。 

 検知間隔（分）:メールを送信する間隔を選択します。 

 画像の添付: 画像添付機能のオン/オフを切り替えます。アラームがオンになると、
システムはアラームの送信時に画像を送信できるようになります。 

 
5.6.3 チャンネル設定 

 
 チャンネル設定 

 
 IPカメラ登録 

IPカメラを追加した後、NVR でIPカメラの映像を直接表示し、保存や管理などの操

作を実行できます。NVRの機種によって登録できるIPカメラの数は異なります。 実

際の状況に基づいて追加作業を行ってください。 
 
前提条件: IPカメラを追加する前に、IP カメラが NVRが配置されているネットワーク
に接続されているかどうかを確認し、ネットワーク パラメーターを正しく設定してく
ださい。 
 

  注意 
 NVRがインターネットに接続されている場合、ネットワーク セキュリティの問

題が発生する可能性があります。 個人情報やデータの保護を強化してください。  

 すべてのパスワードおよびその他の関連製品のセキュリティ設定を適切に構成し、

ユーザー名とパスワードを適切に保管するのはお客様の責任であることをご理解

ください。 
 
自動追加:  

NVRを出荷時の設定のままの状態でPoEポートにIPカメラを接続するとプラグ＆プレイ

機能により、各カメラに自動的にIPアドレスを割り振って自動的に登録されます。この

場合は、登録作業は必要ありません。 
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プラグ＆プレイ機能を停止して手動でカメラを追加する場合についての具体的な操作手

順は以下の通りです。 
 
ステップ 1: メイン メニューで、「設定 → チャンネル設定 → IPカメラ登録」をクリ
ックして、図 5-38 に示すようにIPカメラ登録画面に入ります。 
 

 
図 5-38 

 

ステップ 2: [検索]をクリックすると、次の図 5-39 に示すように、NVRは LAN 内の
すべての IP カメラを検索し、検索結果を表示します。 
     

 
図 5-39 
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ステップ 3: 追加するIPカメラのチェックボックスをチェックして、[  ] 
または、[ ]をクリックします。 
検索で見つかったカメラのセグメント（例：192.168.11.XX）がPoEポー
トに接続されているカメラに一致している場合は、[ ]をクリ
ックしてください。この時にIPカメラのアドレス（セグメント）が自動的
に変更されて登録されます。メッセージが表示されますので[確認]をクリ
ックしてください。IPカメラが登録されると図 5-40のように上段に追加
され、オンラインが表示されます。（オンラインが表示されるまで少し時
間がかかります。） 
  

 
図 5-40 

 
手動で追加: 「IPカメラ登録」画面に入ります。 図 5-41 に示すように、チャンネ
ルを閉じる、切り替える、プロトコルを変更する、または関連情報を手動で入力し
てIPカメラを追加することができます。ここでは、IP とドメイン名を手動で追加す
る 2 つの方法を示します。 ドメイン名を使用して IPカメラ を追加する場合、独自
プロトコルと ONVIFプロトコルのみがサポートされます。 

 
図 5-41 



72  

 IPアドレス: IPカメラのIPアドレスを入力します。 

 プロトコル: 追加するIPカメラのプロトコルをONVIFか独自プロトコルから選

択します。 

 ポート: IPカメラが使用するポートを入力します。デフォルトは 80 です。 

 ユーザー名: IPカメラ のログイン ユーザー名 (デフォルトのユーザー名が 

admin でない場合は、有効なユーザー名に変更してください)。 

 カメラパスワード: IPカメラのログインパスワード（デフォルトのログイン

パスワードがadminでない場合は、有効なパスワードに変更してくださ

い）。 

 IPカメラの更新: 同じ型の 1 つ以上のアップデートするIPカメラを選択し、

アップデートファイルを保存している USBメモリを NVR に挿入するとシス

テムは USBメモリ内でアップデートパッケージを見つけて表示します。アッ

プデートファイルを選択します。【アップデート】をクリックしてアップデ

ートします。複数のIPカメラがある場合は、 同時に実行します。 

 削除: 登録されたIPカメラのリストで、削除するチャンネルを選択し、【削除】

をクリックして、選択したIPカメラをすべて削除します。 

  : クリックしてチャンネル設定画面に入ります。この機能は「手動で追加」

と同じです。プラグ＆プレイのチャンネルではこの機能は使えません。 

 ：現在の IPカメラ をリストから削除します。 

 リンク: 「    」は接続が成功したことを示し、「    」は接続が失敗したこと

を示します。接続が失敗した場合、接続ステータスによって失敗の原因が示され

ます。 

 ：クリックすると、対応するチャンネルの画面が表示されます。 
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 POE 

 
 POE電源供給 

 
具体的な操作手順は以下の通りです。 

ステップ 1: メイン メニューで、[設定 → チャンネル設定 → PoE] をクリックして、

以下の図 5-42 に示すように、PoE電源供給の画面に入ります。 

 

 
図 5-42 

 

ステップ 2: PoE の各ポートの接続ステータスと電力使用量を確認します。 
  
 
 PoE 接続設定 

 
具体的な操作手順は以下の通りです。 

 

ステップ 1: メイン メニューで、[設定 → チャンネル設定 → POE] をクリックして、

さらに[PoE接続設定]のタブをクリックして以下の図 5-43 に示すように、PoE接続

設定の画面に入ります。 
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図 5-43 

 
ステップ 2: 各チャンネルのプラグ＆プレイの設定と実際の接続距離に応じて「長距離」
を選択します。また、IPカメラとNVR間の距離が100～200ｍの場合には、長距離にチ
ェックを入れてください。長距離モードでは、データ転送のピーク速度を10Mbpsに制
限して通信の信頼性を高めます。ノイズの多い環境で通信が不安定な場合に長距離モー
ドを設定することで安定する場合もあります。なお、長距離モードにすることで画質が
悪化することはありません。 
ステップ 3: 通常は、プラグ＆プレイの列にチェックを入れた状態で使用してください。
チェックを外すとプラグ＆プレイの機能が停止され、IPカメラを手動で登録しなければ
なりません。図5-44のようにチェックボックスを解除するとそのチャンネルのプラグ
&プレイの機能が停止しますので、カメラを登録する際は、手動で行うことになります。 
 

 
図5-44 

ステップ 4: 【適用】をクリックして設定を保存します。 
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 表示設定（OSD） 

OSD は「オン スクリーン ディスプレイ」の略です。ローカル プレビューの OSD に

は主に時間とチャンネル名が含まれます。 
 
具体的な操作手順は以下の通りです。 
ステップ 1: メインメニューで、「設定 → チャンネル設定 → 表示設定」をクリック
します。以下の図 5-45 に示すように OSD 設定画面に入ります。 
 

 
図 5-45 

 

ステップ 2: OSD を設定するチャンネルを選択します。  

ステップ 3: チャンネルの OSD を設定します。 
 
 

メモ 
 OSD 設定には、カメラ名、日時、日付形式、OSDの位置が含まれます。 

  OSD 機能は、カメラが独自プロトコルで接続されているチャンネルをサポート

しています。 
 
ステップ 4: 【適用】をクリックして設定を保存します。 
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 映像設定 
 
映像設定画面では、各チャンネルの輝度、コントラスト、彩度、鮮明度を調整で
き、露出設定、デイ＆ナイトモード、ホワイトバランス、逆光補正などの調整が
できます。 
 

具体的な操作手順は以下のとおりです。 
ステップ 1: メインメニューで、「設定 → チャンネル設定 → 映像設定」を選択して、
下の図 5-46 に示すように、映像設定画面に入ります。 
 

 
図 5-46 

 

ステップ 2: 映像設定するチャンネルを選択します。  

ステップ 3: 映像パラメーターを調整します。 

メモ 
・ ユーザーはスライダーをドラッグしてパラメーターを調整できます。 
・ 映像調整、露出設定、デイ＆ナイトモード、ホワイトバランス、表示方式、

映像補正、逆光設定を調整できます。 
・ 映像のパラメーターを調整すると、プレビュー映像だけでなく、録画映像

も変更されます。注意して操作してください。 
 

ステップ 4: 【適用】をクリックして設定を保存します。 



77  

 映像: 実際の映像を参照して、プログレスバーをドラッグしてプレビュー画面の

輝度、コントラスト、彩度、鮮明度を調整できます。有効な値の範囲は 0 ～ 

255 で、デフォルト値は 128 です。 

 露出設定: ここではカメラの絞りタイプを確認し、実際のニーズに応じて露出時

間を設定できます。 

 デイ＆ナイトモード: デフォルトは自動、感度は 3、フィルタリング時間は 3、
ライトの明るさは 100 です。「自動」の場合、カメラは映像の明るさに応じて
補助光をオンにします。 ユーザーは「カラー」、「白黒」、「タイマー」に切
り替えることができます。「タイマー」の場合、昼時間（カラー）と暗時間（白
黒）の切り替え時刻と補助光の明るさを設定できます。 
 デイ/ナイト切替:「カラー」の場合、補助光は常にオフになり、映像は、

カラーになります。「白黒」の場合、補助光は常にオンになります。映像
は、白黒になります。 

 フィルタリング・タイム: 補助光が頻繁にオン/オフされるのを防ぐために、
フィルター時間を設定できます。 この時間内は、カメラは周囲光の影響を
受けません。 

 補助光モード: 赤外線以外は選択できません。 
 露出オーバー保護: 露出オーバーからカメラを保護します。通常はオンにし

てください。 
 補助光輝度:補助光の明るさを調整するために使用され、調整範囲は 0 ～ 

100 です。 
 ホワイトバランス: デフォルトはオートホワイトバランス1です。色味を切り替

え可能な手動ホワイトバランスとオートホワイトバランスの2種類があります。 
 表示方式: ここでミラーリング、廊下モードをオンにし、ビデオ形式を設定でき

ます。 
 映像反転: デフォルトはオフです。水平反転、垂直反転、水平および垂直反

転を切り替えることができます。 
 廊下モード: デフォルトはオフです。廊下モードは、縦長で撮影したい場合

に映像を回転させる機能です。プレビュー映像は 90 度または 270 度回転
させることができます。 

 ビデオフォーマット:デフォルトは 60HZ ですが、ドロップダウン メニュ
ーで 50HZ を選択できます。切り替えた時にはNVRを再起動する必要があ
ります。 
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 映像補正: ここでは、ワイドダイナミックレンジ、ノイズ低減、ゆがみ補正、デ
フォッグを設定できます。 
 ワイドダイナミックレンジ : デフォルトはオフです。ドロップダウン メニ

ューから 低、中、高を選択できます。この機能は、映像の明るすぎる部分

を暗く、暗すぎる部分を明るくします。 

 ノイズ低減: デフォルトはオフで、ドロップダウン メニューから低、中、高

を選択できます。 

 ゆがみ補正: デフォルトはオフですが、ドロップダウン メニューからオンを

選択できます。補正の割合を0～100まで設定できます。この機能は、映像

の両サイドのゆがみを補正します。 

 デフォッグ:デフォルトはオフで、ドロップダウン メニューから低、中、高

を選択できます。この機能は、霧がかかったような映像のコントラストを上

げて見やすくすることができます。 

 逆光補正: 逆光補正と強光補正を設定するために使用します。 

 逆光補正: デフォルトはオフで、ドロップダウン メニューから左、右、上、

下、または中央を選択できます。 

 強光補正: デフォルトは 0ff で、ドロップダウン メニューからオンを選択

できます。 
 

メモ 
・ 映像画面にはIPカメラがサポートしている機能だけが表示されます。カメラ

の機種によって表示内容が変わることがあります。 
 

 プライバシーマスク 
プライバシー マスクの機能は、監視映像内の特定の機密領域またはプライバシー関
連領域をマスクします。 

 
具体的な操作手順は以下のとおりです。 
ステップ 1: メイン メニューで、[設定 → チャンネル設定 → プライバシーマスク] 
をクリックして、図 5-47 に示すプライバシー マスク設定画面に入ります。 
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図 5-47 

 
ステップ 2: マスクするチャンネルを選択します。  
ステップ 3: 以下の図 5-48 に示すように、マウスを使用してビデオ内のマスクエリア
を定義します。 
 

 
図 5-48 

 
ステップ 4: 【適用】をクリックして設定を保存します。 
  チャンネル: チャンネルを選択します。 
  全て削除: 設定した領域のマスクをすべてクリアします。 
  エリアXクリア: 選択したマスク領域 1、2、3 をクリアします。 
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メモ 

・ マスクエリアは最大 3 つまで設定できます。特定のエリア設定を削除するに
は、【エリアｘクリア】をクリックします。 

 
5.6.4 イベント 

 
 動体検知 
動体検知では、画像処理技術を使用してビデオ画像を分析し、画像に十分な変化があ

るかどうかを確認します。 監視画面に移動物が現れ、移動速度が設定感度に達すると、

NVRは警報連動動作を行います。 

 
具体的な操作手順は以下の通りです。 
ステップ 1: メインメニューで、以下の図 5-49 に示すように、[設定 → イベント → 

ノーマル・イベント → 動体検知] を選択して、動体検知設定画面に入ります。 

 

 
図 5-49 

 

ステップ 2: 動体検知をオンにして、チャンネルを選択します。 

 

ステップ 3: エリア、感度を設定します。 
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 以下の図 5-50 に示すように、マウスを使用してチャンネルビデオ上で動体検知
が必要な領域を描画します。また、【フルスクリーン】をクリックすると全画面
が検知領域となりますので、マウスをドラッグして検出が不要な領域を消去しま
す。 
 

 
図 5-50 

 
 感度スライダーをスライドして、適切な動き検出感度を選択します。 

 
ステップ 4: 以下の図 5-51 に示すように、【アラームスケジュール】をクリックし
てアラームスケジュール画面に入ります。 作図領域に警戒時間を描画するか、「編集」
をクリックして曜日と時間帯 を設定します。1日あたり8つの時間帯を設定できます。 
 

 
図 5-51 
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ステップ 5: 【連動機能】 をクリックして連動機能の画面に入り、以下の図 5-52に
示すように、必要に応じて通常のリンクを設定します。 
 

 
図 5-52 

ステップ 6: 【適用】をクリックして設定を保存します。 
 
 

メモ 
 オーディオとライト連動の機能は、使用できません。 
 他のチャンネルに動体検知を設定する必要がある場合は、上記の手順を繰り返し

てください。 
 動体検知のEメール通知を有効に設定した後、「設定 → ネットワーク設定 → E

メール」をクリックしてEメール設定画面に入り、Eメールを設定します。設定し
た時間内にEメールを送信すると、受信者はアラームメールを受信します。 

 メール通知を有効にした後、指定の曜日と 設定された時間内にアラームがトリガ
ーされた場合にのみ、NVR は設定されたメールボックスにEメールを送信してユ
ーザーに通知できます。 

 他のチャンネルにそのチャンネルと同じ動体検知設定を行う場合は、「コピー」
をクリックして別のチャンネルを選択し、このチャンネルの設定を他のチャンネ
ルにコピーすることができます。 

 チャンネル: チャンネルを選択します。 
 有効: 「 」をクリックすると、動体検知アラームがオン/オフになります。 
 感度: 必要に応じて、0 ～ 10 の 11 段階の感度を設定できます。値が高いほど、

検知する感度が高くなります。 
 編集: クリックしてアラームスケジュール画面に入り、1日あたり 8 つの時間帯

を手動で設定し、「コピー」を通じて設定を他の時間にコピーできます。 
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 ブザーアラーム:「 」にチェックを入れて、ブザーアラーム機能をオン/オフし
ます。 

 Eメールを送信: 「 」にチェックを入れて、NVRがEメールで通知する機能の
オン/オフを切り替えます。 

 チャンネル録画: 「 」にチェックを入れて、チャンネル録画機能をオン/オフ
します。 

 全画面監視: プレビュー 画面でアラームがトリガーされると、アラームの発生し
たチャンネルのリアルタイム ビデオが全画面で表示されます。 

 アラーム出力: アラーム出力ポートをオン/オフします。アラーム出力ポートは外
部のアラーム機器に接続されており、設定されたアラーム時間範囲内で、動体検
知アラームが発生すると、外部アラームデバイスが作動します。 

 PTZ リンク: アラームが発生すると、PTZ チャンネルに指定されたプリセット 
ポイントにカメラが移動します。 
 

 ビデオ改ざん 
映像を部分的に遮蔽するなどの妨害行為を検出した場合にアラームを発してユーザーに
通知することができます。 
具体的な操作手順は次のとおりです。 

ステップ 1: メイン メニューで、[システム設定 → イベント → ノーマル・イベント 
→ビデオ改ざん]とクリックして、ビデオ改ざん設定画面に入ります（以下の図 5-
53 を参照）。 

 

 
図 5-53 
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ステップ 2: チャンネルを選択し、ビデオ改ざん検出を有効にします。  
ステップ 3: 映像上で をドラッグして検出範囲を指定します。 

ステップ 4: 感度設定バーをクリックして1または、2を選択します。 
ステップ 5: 必要に応じて、アラームスケジュールと連動機能を設定します。  
ステップ 6:【適用】をクリックして設定を保存します。 

 
 ビデオロス 

映像信号が失われたチャンネルがある場合、NVRはアラームを発してユーザーに通知
することができます。 
具体的な操作手順は次のとおりです。 
ステップ 1: メイン メニューで、[システム設定 → イベント → ノーマル・イベント 
→ ビデオロス]とクリックして、ビデオロス設定画面に入ります。（以下の図 5-54 
を参照） 

 

 
図 5-54 

 
ステップ 2: チャンネルを選択し、ビデオロス検出を有効にします。  
ステップ 3: 必要に応じて、アラームスケジュールと連動機能を設定します。  
ステップ 4: 【適用】をクリックして設定を保存します。 
 画面のヒント: アラームが発生すると、NVRはアラーム画面をポップアップ表示

して警告を表示します。 
 Eメール通知: アラームが発生すると、NVRは警告としてEメールを送信します。 
 ブザーアラーム: アラームが発生すると、NVRはビープ音を鳴らして警告します。 
 PTZ リンク: アラームが発生すると、PTZ チャンネルに指定されたプリセット 

ポイントにカメラが移動します。 
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 異常検知 

異常事態の警報モードを設定します。 NVRの動作中に異常なイベントが発生すると、

システムはアラーム連動機能を実行します。NVRがサポートするイベント タイプは、

「すべての異常検知」、「HDDなし」、「HDD エラー」、「IPアドレス衝突」、お

よび「HDDフルの場合」です。 

 
具体的な操作手順は以下の通りです。 
ステップ 1: メインメニューで、「設定 → イベント → ノーマル・イベント → 異常

検知」を選択して、以下の図 5-55 に示す異常検知設定画面に入ります。 
 

 
図 5-55 

 

ステップ 2: 異常検知タイプを選択し、「  」をクリックして異常検知機能を有

効にし、連動方法 (画面通知、ブザーアラーム、Eメール通知)を選択します。 

ステップ 3: 【適用】をクリックして設定を保存します。 
 
 画面のヒント: 異常検知アラームが発生すると、NVRはアラーム画面をポップア

ップ表示して警告を表示します。 
 Eメール通知: アラームが発生すると、NVRは警告としてEメールを送信します。 
 ブザーアラーム: アラームが発生すると、NVRはビープ音を鳴らして警告を通知

します。 
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 スマート・イベント 
 

 地域侵入 

地域侵入検知機能は、映像内の物体が設定エリアに侵入したかどうかを検出し、
判定結果に基づいて連動警報を行うことができます。 

 
具体的な手順は次のとおりです。 
ステップ 1: メイン メニューから「設定 →  イベント → スマート・ イベント」を選
択して、スマート・イベント画面に入ります。  
ステップ 2: 地域侵入アラームを設定するために必要なチャンネルを選択し、【地域侵
入】 をクリックして地域侵入設定画面に入ります (次の図 5-56 を参照)。 
 

 
図 5-56 

ステップ 3: 「有効」を設定して、地域侵入検知エリアを設定します。 
具体的な手順は次のとおりです。 

1. [エリア] ドロップダウン リストで、エリア番号を選択します。 
 

メモ 

・ 地域侵入検知では 4 つのエリアを設定できます。 
 

2. 時間のしきい値と感度を設定します。 
 感度: 検出対象のオブジェクトサイズを設定するために使用されます。感度

が高いほど検出されやすくなります。感度は0～100の範囲で設定できます。 
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 時間しきい値 (秒): ターゲットが警告ゾーンに継続的に侵入した後、検出
されます。時間しきい値が 5 秒に設定されている場合、ターゲットが侵入
して 5 秒間で検出されます。 範囲は 1 ～ 10 (秒) です。 

3. 【エリアを描く】をクリックし、プレビュー画面にマウスを移動し、検出エ

リアの四角形の角を左クリックしてエリアの描画を完了します。 
 

メモ 
・  描画したエリアは【クリア】をクリックして消去して描き直すことができ

ます。 
 

ステップ 4: 以下の図 5-57 に示すように、【アラームスケジュール】をクリックし、
アラーム監視時間を設定します。 
 

 
図 5-57 

ステップ 5: 【連動機能】をクリックし、以下の図 5-58 に示すように、必要に
応じて通常のリンク (ブザーアラーム、Eメールを送信、チャンネル録画など) と 
PTZ リンクを設定します。 

 

 
図 5-58 
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ステップ 6: 【適用】をクリックして設定を保存します。 
 ラインクロス 

ラインクロス検知は、映像内で設定した警告線を横切る物体の有無を検知し、判
定結果に応じて連動警報を行うことができます。 

 
具体的な操作手順は以下のとおりです。 
ステップ 1: メイン メニューで、「設定 → イベント →  スマート・ イベント 」を選

択して、スマート・イベント設定画面に入ります。 

ステップ 2: 以下の図 5-59 に示すように、ラインクロス検知を設定するチャンネルを

選択し、「ラインクロス」をクリックしてラインクロス設定モードに入ります。 

 

 
図 5-59 

ステップ 3: 「有効→設定」をクリックして、ラインクロス検知のルールを設定しま
す。 
 

具体的な手順は次のとおりです。 

1. [エリア] ドロップダウン リストで、エリア番号を選択します。 

2.【エリアを描く】をクリックし、プレビュー画面にマウスを移動し、マウスの左ボ

タンを順にクリックして、警告線の 2 つの端点を描画すると図5-60のような直線と
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A矢印、B矢印、＃1が表示されます。 

 
図 5-60 

 

メモ 

・ ラインクロス検知では 4 つのエリア（ライン）を設定できます。 
 

3. 方向と感度を設定します。 
 

 感度: 検出対象のオブジェクトサイズを設定するために使用されます。感度
が高いほど検出されやすくなります。感度は0～100の範囲で設定できます。 

 方向: 「A <-> B (双方向)」、「A-> B」、「B-> A」の 3 つのオプション
があります。これは、物体が警報線を通過して警報を発する方向を指定しま
す。 
 「A<->B(双方向)」 は、両方向で検出されることを示しています。 
 「A->B」 オブジェクトが A から B に横切るときに検出されることを示し    

ています。 
 「B->A」 オブジェクトが B から A に横切るときに検出されることを示し

ています。 
 

メモ 
・ 描画した警告線は「クリア」で消去して描き直すことができます。 

ステップ 4: 以下の図 5-61 に示すように、「アラームスケジュール」をクリックし、
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アラーム監視時間を設定します。 

 
図 5-61 

 

ステップ 5: 【連動機能】をクリックし、以下の図 5-62 に示すように、必要に
応じて通常のリンク (ブザーアラーム、Eメールを送信、チャンネル録画など) と
PTZ リンクを設定します。 

 

 
図 5-62 

 
ステップ 6: 【適用】をクリックして設定を保存します。 
 
 エリア入場・エリア退出 

この機能はサポートされていません。 
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 徘徊 

徘徊検知機能は、設定したエリア内でのターゲットの滞在時間を検出します。滞
在時間が設定された時間しきい値を超えると、アラームが発動します。 
具体的な手順は次のとおりです。 
ステップ 1: メインメニューから「設定 → イベント → スマート・イベント」を選択
して、スマートイベント画面に入ります。  
ステップ 2: 以下の図 5-63 に示すように、徘徊設定を行うチャンネルを選択し、【徘
徊】をクリックして徘徊設定画面に入ります。 
 

 
図 5-63 

 

ステップ 3: 「有効」をクリックして、徘徊検知ルールを設定します。具体的な手
順は次のとおりです。 

1.  [ルール] ドロップダウンリストで、ルール番号を選択します。 
 

メモ 

・ 徘徊検知では 4 つのエリアを設定できます。 
 

2. 時間のしきい値と感度を設定します。 
  感度: 検出対象のオブジェクトサイズを設定するために使用されます。感度

が高いほど検出されやすくなります。感度は0～100の範囲で設定できます。 
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 時間しきい値 (秒): ターゲットが警告ゾーンに継続的に侵入した後、検出さ
れます。時間しきい値が 5 秒に設定されている場合、ターゲットが侵入して 
5 秒間で検出されます。 範囲は 1 ～ 10 (秒) です。 
3.「エリアを描く」をクリックし、プレビュー画面にマウスを移動し、検出
エリアの四角形の角を左クリックしてエリアの描画を完了します。 

 

メモ 

・ 描画したエリアは「クリア」で消去して描き直すことができます。  

ステップ 4: 以下の図 5-64 に示すように、「監視スケジュール」をクリックし、
アラーム監視時間を設定します。 

 
図 5-64 

 

ステップ 5: 「連動機能」をクリックし、以下の図 5-65 に示すように、必要に

応じて通常のリンク (ブザーアラーム、Eメールを送信、チャンネル録画など) と 

PTZ リンクを設定します。 

 
図 5-65 
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ステップ 6: 【適用】をクリックして設定を保存します。 
 人の集合 

人の集合検知は、設定したエリアの人の密度を検出し、設定した閾値を超えた場合
にアラームを発動します。 

 

具体的な手順は次のとおりです。 
ステップ 1: メイン メニューから「設定 → イベント → スマート・イベント → 人の
集合」を選択して、人の集合検知の設定画面に入ります。 
ステップ 2: 以下の図 5-66 に示すように、人の集合検知を設定するために必要なチ
ャンネルを選択します。 

 

 
図 5-66 

ステップ 3: 「有効」をクリックして、人の集合検知ルールを設定します。具体的

な手順は次のとおりです。 

1. [エリア] ドロップダウン リストで、エリア番号を選択します。 

 

メモ 

・ 人の集合検知では4つのエリアを設定できます。 
 

2. ルールの密集度を設定します。 
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 率: 警告エリア全体における人員の密集度を表します。人員の密集度が設定

された値を超えると、アラームが発動します。それ以外の場合は、アラーム

が動作しません。 

3. 【エリアを描く】をクリックし、プレビュー画面にマウスを移動し、検知

エリアの四角形の角を左クリックしてエリアの描画を完了します。 
 

メモ 

・ 描画したエリアは「クリア」で消去して描き直すことができます。 

ステップ 4: 以下の図 5-67 に示すように、「監視スケジュール」をクリックし、
アラーム監視時間を設定します。 

 
図 5-67 

ステップ 5: 「連動機能」をクリックし、以下の図 5-68 に示すように、必要に
応じて通常のリンク (ブザーアラーム、Eメールを送信、チャンネル録画など) と 
PTZ リンクを設定します。 

 
図 5-68  
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ステップ 6: 「適用」をクリックして設定を保存します。 
 

5.6.5 録画設定 
 
 録画スケジュール 

NVRは描画方式と編集方式の2つの録画スケジュールの設定方法をサポートしていま

す。 

描画方法による録画スケジュールの設定の具体的な操作手順は以下のとおりです。 

ステップ 1: メインメニューで、「設定 → 録画設定 → スケジュール」をクリックし
て、以下の図 5-69 に示すように、録画スケジュール設定画面に入ります。 
 

 
図 5-69 

ステップ 2: チャンネル、有効化、録画タイプ (通常、動体検知、アラーム、スマー
ト)、曜日などを選択します。  
ステップ 3: マウスの左ボタンをクリックして描画領域の開始点を見つけ、 下の図 
5-70 に示すように、マウスを押して録画スケジュールの時間を決定し、マウスの左
ボタンを放して録画する時間として保存します。 
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図 5-70 

 
ステップ 4: ステップ 3 を繰り返して、完全な録画スケジュールを設定します。  
ステップ 5: 録画プランが設定されると、次の図 5-71 に示すように、チャンネルに
録画プランのタイプ (色) が表示されます。 
 

 
図 5-71 

メモ 
 1日あたり 8 つの時間帯が指定可能で、NVRは設定された時間範囲内で対応する

タイプの録画を開始します。 
 描画エリアの最小単位は1時間です。 
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 同じ時間帯に複数の指定がある場合は、指定は全て有効となります。例えば、ノ
ーマル録画と動体検知が重なっている場合は、ノーマル録画中に動体検知があっ
たことを記録します。再生時に動体検知部分だけ見たいときに利用可能です。 

 作図領域でマウスの左ボタンを押したままボックスをドラッグして選択すると、
各曜日の期間を同期して編集できます。 

 録画スケジュールの設定では、できるだけノーマル録画（緑のライン）を途切れ
ないように設定することをお勧めします。動体検知などのイベント録画のみに設
定するとイベントの設定が不適切な場合に必要な映像が取れない可能性がありま
す。ノーマル録画とイベント録画を重ねておくと常に録画が継続されて、再生時
にイベント部分だけの再生も可能です。 

 
編集方法で録画プランを設定する 具体的な操作手順は以下のとおりです。 
ステップ 1: メインメニューで、「設定 → 録画設定 → スケジュール」をクリック
して、録画スケジュール設定画面に入ります。 
ステップ 2: 以下の図 5-72示すように、 をクリックして録画スケジュールの

設定インターフェイスに入ります。 

 

 
図 5-72 

 
ステップ 3: 各時間帯の録画タイプを選択します。 毎日8つの時間帯を設定で
きます。 「保存」すると週単位で適用されます。  
ステップ 4:【保存】をクリックして設定を完了すると、録画スケジュール画
面に戻ります。 
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 記録タイプ: チェックボックスを選択して、対応するレコードタイプを選択しま
す。ノーマル録画 、動体検知、アラーム、スマートがあります。 

 コピー: 「すべて」を選択すると一週間全体を同じ設定をすることができ
ます。 

 その他設定: 以下の図 5-73 に示すように、イベント発生時の事前録画時間と事
後録画時間を設定できます。 
 

 
図 5-73 

 
 コピー: 1つのチャンネルのセットアップ完了後、図 5-74 に示すように、【コ

ピー】をクリックして現在のセットアップを他のチャンネルにコピーできます。 
 

 
図 5-74 
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 録画品質 

録画品質画面は、録画の品質を決定するパラメーター設定に使用されます。 
 
具体的な操作手順は以下のとおりです。 
ステップ 1: メイン メニューで、[設定 → 録画設定 → 録画品質] をクリックして、
以下の図 5-75 に示すように、録画品質の設定画面に入ります。 
 

 
図 5-75 

ステップ 2: 録画品質のパラメーターを設定します。それぞれのパラメーターの説明

については、表 5-5 を参照してください。 

名 前 詳 細 設 定 

チャンネル チャンネルを選択して録画品質パラ
メーターを設定します。 

 

ストリーム

タイプ 

記録する内容をビデオ/音声またはビ
デオを選択します。 

 

 

解像度 

 
カメラの解像度（水平×垂直のピクセ
ル数）を設定します。 
 

ドロップダウン ボックス
から選択します。 
注意：選択できる解像度
は、IPカメラの機種により
異なります。 
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圧縮方式 

データの圧縮に使用する方式を選択し
ます。 
可変と固定が選択できます。 

ビデオエンコードが
H.265+、H.264+の場合
は可変になります。 

ビットレート 
(Kb/S) 

1秒あたりのデータ量を設定します。
値が大きい程、画質は向上します。 

64～12000 kb/S 
が入力できます。 

 
フレーム 
レート 

 
フレーム レートは、1 秒あたりの画
像の数を設定します。 

ドロップダウン ボックス
から選択します。 
注意：選択できるフレーム
レートは、IPカメラの機種
によります。 

 
ビデオ 
エンコード 

 
H264, H265,H264+,H265+ 
の中から選択します 

ドロップダウン ボックス
から選択します。 
注意：選択できるビデオエ
ンコードは、IPカメラの機
種によります。 

表 5-5 

ステップ 3: 【適用】をクリックして設定を保存します。 
 
 
 記録装置 
記録装置では、HDDをフォーマットし、HDDのステータスと容量を表示するために使
用されます。 
 
 HDD管理  
HDDのフォーマット 
前提条件: HDDが正しく取り付けられていること。 

 
具体的な操作手順は以下のとおりです。 
ステップ 1: メインメニューで、「設定 → 録画設定 → 記録装置」を選択して、HDD
管理画面に入ります (以下の図 5-76 を参照)。 
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図 5-76 

ステップ 2: 以下の図 5-77 に示すように、フォーマットするHDDを選択し、 

をクリックして、さらに【確認】をクリックします。 
 

 
図 5-77 

 

ステップ 3: フォーマットが完了するまで待ち、【閉じる】をクリックするとフォーマ
ットが完了します。 この時点でのHDDのステータスは「R/W」になります。 
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 総容量: 利用可能な HDD 容量。 
 残容量: 現在の HDD の空き容量を表示します。 
 デバイスタイプ: SATA 
 更新:クリックするとHDD情報を更新して表示します。  

 

メモ 
・ HDDをフォーマットした後、NVR を再起動して有効になります。 

 
 クラウドストレージ 

クラウドストレージを設定します。 NVRにアラームが発生したときにキャプ
チャされたアラーム画像をクラウド サーバーに保存できます。 

 
前提条件 
1) Google Cloud Storage アカウントが必要です。 
2)この機能を使用するには、NVRを外部ネットワークに接続する必要があります。 
そうしないと正しく動作しません。 

 
具体的な操作手順は以下のとおりです。 
ステップ 1: メイン メニュー で、図 5-78 に示すように、「設定 → 録画設定 → 記録
装置 」から「 クラウドストレージ」のタブを選択し、クラウドストレージ設定画面に
入ります。 
 

 
図 5-78 
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ステップ2：「有効 → Google」を選択して「認証コード」を取得します。 プロン

プトに従ってコンピュータで Web サイトにログインし、「認証コード」を入力し

て Google サーバー クラウド サービスをバインドします。 

ステップ3: 【適用】をクリックします。 

ステップ4: 【テスト】 をクリックして、NVRがファイルをクラウド サーバーに正

常にアップロードできるかどうかをテストします。バインドが成功すると、クラウ

ド ストレージ 画面に「Google」ユーザー名、合計容量、および使用済みスペース

が表示されます。 

 有効: NVRのクラウドストレージ機能をオン/オフにします。 

 Google: チェックするとバインド 画面に入ります。 

 アップロードフォルダ: アップロードクラウドフォルダ名を設定します。 

 ユーザー名: Google のユーザー名が表示されます。 

 総容量: クラウド ストレージのバインドが成功すると、クラウド スペースの合

計容量が表示されます。 

 使用容量: クラウド ストレージのバインドは成功しました。 クラウドスペース

の使用済み容量の表示。 

 テスト: バインド後、「テスト」をクリックしてバインドが成功したかどうかを

確認します。 テストが失敗した場合は、NVRがネットワークおよびクラウドス

トレージに正しく接続されているかどうかを確認してください。 

 
 拡張設定 

 
 設定 

設定画面は、HDDがフルの時の上書きや自動削除などの処理を設定できます。 
 

具体的な手順は次のとおりです。 
ステップ 1: メイン メニューから[設定 → 録画設定 → 拡張設定 → 設定]を選択し
て、以下の図 5-79 に示すように、設定画面に入ります。 
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図 5-79 

 

ステップ 2: 必要に応じて、HDDフルの時の処理を設定します。「上書きする」また

は、「上書きしない」を選びます。「上書きしない」を選ぶと次の自動削除の設定で

指定した日数で録画を停止します。 

ステップ 3: 必要に応じて録画の自動削除の期間をドロップダウンメニューから選択

します。「無制限」を選ぶと最も古い録画から消去されて上書きされます。期間は1

～30日が選択できます。 

 
 S.M.A.R.T 

S.M.A.R.T は、HDDの温度、ディスクの状況、モーターとその駆動システムを監視

し、HDDに発生する可能性のある問題を分析および予測するために使用されます。 
 
具体的な手順は次のとおりです。 

ステップ 1: メインメニューから「設定 → 録画設定 → 拡張設定 → S.M.A.R.T」

と選択して、S.M.A.R.T 表示画面に入ります。（以下の図 5-80 を参照） 
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図 5-80 

 
ステップ 2:テストするHDD No.を選択し、「セルフテストタイプ」を設定します。 

ステップ 3:HDDの検出を開始します。  

ステップ 4:HDDが検出されると、HDDの詳細が S.M.A.R.T. 情報に表示されます。 
 

 S.M.A.R.T : 

 HDD No.: プルダウンしてドライブ番号を選択します。 

 セルフテストタイプ:[クイック]から変更できません。 

 温度: HDDの温度を表示します。 

 使用時間(H):HDDの使用時間(時間)を示します。 

 自己診断: 「PASSED」が表示されれば正常です。 

 総合評価: 「PASSED」が表示されれば正常です。 

 S.M.A.R.T 情報: HDDの各種情報を表示します。 
 

メモ 
 自己評価または総合評価の結果が「不合格」の場合、データ損失を避けるため

にHDDを交換する必要があります。 

 S.M.A.R.T セルフテスト機能により、ユーザーは 、SMART コマンドでHDDに

対してセルフテストを実行し、HDDの全体的なステータスを確認できます。 
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5.7 メンテナンス 
 
メンテナンス 画面では、システム情報、NVRのアップデート、デフォルト復元、
NVRの自動再起動、インポートとエクスポート、およびチャンネル情報が含まれま
す。 

 
5.7.1 システム情報 

具体的な操作手順は以下の通りです。 
ステップ 1: メイン メニューから[メンテナンス → システム情報] を選択し、
以下の図 5-81 に示すように、システム情報画面に入ります。 
 

 
図 5-81 

ステップ 2: デバイス名、チャンネル数、ファームウェアバージョン、リリース日時

などを確認します。 
 

5.7.2 NVRのアップデート 

 
 手動アップデート 

アップデートファイルを含む USB メモリを NVR に挿入して、NVR のバージョン

をアップデートします。 NVRが USBメモリ内のアップデートファイルを検出する

とアップデート パッケージに関する情報 (シリアル番号、名前、サイズ、日付) が

リストに表示されます。 
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具体的な操作手順は以下の通りです。 
ステップ 1: アップデートファイル (NVR_N31_BV_Kxxxxxxxxx_Vx.x.x.x_R
ｘ.bin という名前) が含まれる USBメモリを NVR に挿入します。 
ステップ 2: メイン メニューから[メンテナンス → NVRのアップデート → 手動ア

ップデート]を選択して、手動アップデート画面に入ります。（以下の図 5-82 を参

照） 

 
図 5-82 

ステップ 3: 【更新】をクリックし、アップデートファイルを選択し、[アップ
デート → 確認] をクリックして、進行状況バーが完了するまで待ちます。こ
れには、数分～10分程度かかりますが、この間は、絶対に電源を切らないでく
ださい。NVRは、自動的に再起動してアップデートを完了します。 

 

メモ 
 更新を数回試みても、NVRがアップデートパッケージを検出できない場合は、 

USBメモリがNVRのUSBポートに正しく接続されているか、アップデートファイ
ル名が正しいかどうかを確認してください。 

 NVR アップデート 中は、電源を切断したり、USB ドライブを取り外したりしな
いでください。アップデートが完了すると、NVRは、自動的に再起動します。こ
のプロセスには数分かかります。アップデート後に工場出荷時の設定に復元する
ことをお勧めします。  
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 オンラインアップデート 
NVR をインターネットに接続した後、オンライン アップデートを通じてアップデ
ートできます。 オンラインアップデートは自動アップデートと手動検出アップデー
トに分かれており、現在のNVRのファームウェアのバージョンが表示されます。 
具体的な操作手順は以下の通りです。 
ステップ 1: メインメニューから「メンテナンス → NVRのアップデート → オンラ
インアップデート」を選択すると、以下の図 5-83 に示すように、オンライン アッ
プデート画面が表示されます。 
 

 
図 5-83 

ステップ2: 「自動検出」を有効にします。  

ステップ3: 【適用】をクリックします。クラウド上に新しいバージョンがある場合、

NVRは自動的にバージョンを検出し、自動的にアップデートします。 

 

 手動オンラインアップデート 

 

具体的な操作手順は以下の通りです。 

ステップ 1: メイン メニューで、「メンテナンス → NVRのアップデート → オンラ

インアップデート」を選択して、オンライン アップデート画面に入ります。  

ステップ 2: 【チェック】をクリックするとポップアップ表示されます。新しいバー

ジョンが検出されると、システムは新しいバージョンに関する情報を表示します。 
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 ステップ 3: 【更新】をクリックし、NVRがアップデートされたファイルをダウン

ロードするのを待ちます。 NVRのアップデートが完了するとNVRは自動的に再起動

します。 
 

メモ 
 新しいオンライン バージョンをテストする前に、NVR がネットワークに正しく

接続されていることを確認してください。 
 アップデート進行中は、電源を切ったり、USBメモリを取り外したりしないでく

ださい。 アップデート後、システムは自動的に再起動します。 (このプロセスに
は数分 ～10分程かかります。) アップデート完了後に工場出荷時の設定を復元
することをお勧めします。 
 

5.7.3 デフォルト復元 
 

NVR の動作が異常に遅い場合、または設定が間違っている場合は、デフォルトに戻
すことで問題の解決を試みることができます。 

 
具体的な操作手順は以下の通りです。 
ステップ 1: メイン メニューで、[メンテナンス → デフォルト復元] を選択し、
以下の図 5-84 に示すように、デフォルトの復元画面に入ります。 
 

 
図 5-84 

【重要】 
【デフォルト】または【工場出荷時設定に戻す】を実行すると再起動後に解像度を選択するヒ

ントの画面が表示されます。ここで[確認]をクリックするとフルHD（1920×1080）の解像

度に変更されます。使用中のディスプレイがフルHDをサポートしているかどうかが不明の場

合は、[キャンセル]をクリックしてください。その場合は、現在の解像度で起動します。また、

タイムゾーン、日付の表示形式、システム日時が変更されますので、すぐに修正してください。 
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ステップ 2: 【デフォルト】か【工場出荷時設定に戻す】を選択します。  

ステップ 3: 【デフォルト】を選択して【適用】をクリックした場合は、ユーザー 
パスワードとネットワーク パラメーターを除くすべてのパラメーターをデフォルト
に戻します。 

【工場出荷時設定に戻す】を選択して【適用】をクリックした場合は、全てのパラメ
ーターがデフォルトに戻ります。 

 

5.7.4 NVRの自動再起動 
NVRを長期間動作させる場合、定期的にNVRを再起動するように設定して、信頼性

を高めることができます。 
 

具体的な操作手順は以下の通りです。 

ステップ 1: 以下の図 5-85 に示すように、メイン メニューから [メンテナンス → 

NVR自動再起動] を選択し、NVR自動再起動設定画面に入ります。 

 

 
図 5-85 

ステップ 2: 自動再起動する時間を指定します。  

ステップ 3:【適用】をクリックして設定を保存します。 

 
メモ 

 自動再起動機能は、設定された時間 (毎月、毎週、毎日) に設定された周期に従

ってNVRを再起動します。「無し」を選択することもでき、この場合、NVRは自

動的に再起動されず、連続動作します。 

 再起動時は、一時的に（約1～2分間）録画が途切れます。 
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5.7.5 インポートとエクスポート 

複数のNVRに同じ設定を採用する必要がある場合、最初に 1 つのNVRを設定し、そ

のNVRの設定ファイルを「エクスポート」してバックアップし、その後「インポー

ト」操作を通じてその設定を他のNVRに適用して保存できます。 

 
具体的な操作手順は以下の通りです。 
ステップ 1: メイン メニューから[メンテナンス → インポートとエクスポート] を

選択して、以下の図 5-86 に示すインポートとエクスポート画面に入ります。 
 

 
図 5-86 

 
ステップ 2: 設定ファイルをエクスポート/インポートします。 
 設定ファイルのエクスポート: 設定ファイルを保存するUSBメモリを NVR に

挿入し、[エクスポート] をクリックし、フォルダを選択して[保存] をクリッ
クします。エクスポートの進行が完了するまで待ちます。保存された設定フ
ァイルの名前は、以下のようになります。 

NVR_N31_BV_xCH_xPOE_Kx_Vx.x.x.x_Rｘ_INI_NVR_DATA.INI 
 

 設定ファイルのインポート: 設定ファイルを保存された USBメモリを NVR 
に挿入し、フォルダとファイルを選択して【インポート】をクリックします。
【オープン】をクリックして、インポートプロセスが完了し、NVRが再起動
すると設定ファイルの内容が反映されます。  

 
5.7.6 チャンネル情報 

メインメニューから[メンテナンス → チャンネル情報] をクリックして  チャンネル

情報画面に入ります。以下の図 5-87 に示すように各チャンネルの解像度と IPカメ

ラのバージョンを確認することができます。 
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図 5-87 

 
5.7.7 診断情報 

 
   この機能は、使用できません。 
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第６章  WEB操作 

メモ 
 NVRのモデルが異なれば、画面の表示も異なります。 以下で使用する写真は参

考用です。実際のものをご参照ください。 
  NVR は、PCからWeb 経由でアクセスして管理することができます。 
 WEB ページでは、リアルタイムプレビュー、再生、設定、ログアウトなどの操

作を提供します。 
 WEB操作には、Firefox ブラウザ、Google Chrome、Microsoft Edge ブラウザ

などのさまざまなブラウザが使用できます。 
 ユーザーは、複数の PC から同時にNVRの WEB コントロールにアクセスできま

す。 
 

6.1 ネットワーク接続 
ブラウザを使用して Web 画面にログインする前に、PC と NVR 間のネットワーク

が正常かどうかを確認してください。 

ステップ 1: NVRがネットワークに正しく接続されていることを確認します。 

ステップ 2: PC と NVRの IP アドレス、サブネット マスク、ゲートウェイをそれぞ

れ設定します。 

 ネットワーク上にルーティング デバイスがない場合は、同じネットワーク セ

グメントの IP アドレスを割り当てます。ネットワーク上にルーティング デ

バイスがある場合は、対応するゲートウェイとサブネット マスクを設定する

必要があります。 

ステップ 3: PC と NVR間のネットワークが正常かどうかを確認します。 方法は次

のとおりです。 PC と NVR間のネットワークが正常な場合、PC 経由で NVR の 

Web 画面にログインできます。 

 PC 上で ping***.***.***.*** (NVR のIP アドレス) を実行すると、ネッ

トワークが接続されており、返される TTL 値が通常 255 に等しいことが確

認できます。 
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6.2 ブラウザログイン 
NVR とPCが同一のLANに正しく接続されていることを確認してブラウザを開き、ア
ドレスバーにNVRの IP アドレスを入力すると図 6-1 のようにログイン 画面が表示
されます。 
 

 
図 6-1 
 

ログイン画面の右上で言語を選択できます。ユーザー名とパスワードを入力します。

デフォルトのユーザー名は「admin」、パスワードは「12345」です。. 
 
 

メモ 
 パスワードの変更: Web ページにログインすると、「現在のパスワードは単純す

ぎます。パスワードを変更してください!」というプロンプトが表示されます。
その場で変更する場合は「今すぐ変更」をクリックし、新しいパスワードを入力
し、パスワードを確認し、秘密の質問を設定し、Ｅメールのアドレスを入力しま
す。 「確認」をクリックすると、パスワードの変更が完了します。パスワード
の変更を後で行う場合は、「後で修正」をクリックするとログインします。 

 パスワードを忘れたときは: WEB ログイン 画面で [パスワードを忘れたときは] 
をクリックし、[質問に答える] などの確認方法を選択し、パスワードを変更する
際の質問セットを選択し、対応する回答を入力します。 

 HTTP ポートが 80 以外に設定されている場合は、「http://IP アドレス」
+ :(コロン) + ポート番号」をブラウザのアドレスバーに入力します. 
 (例:「http://192.168.1.88:9000」)  

http://192.168.1.88:9000/
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6.3 プラグインのダウンロード、インストール 
 

ブラウザ からNVRに初めてログインするときには、プラグインをダウンロードし

てインストールする必要があります。以下の図 6-2 に示すように、「プラグイン

をダウンロードしインストールするためにここをクリックしてください。プラグ

インをインストールする前にブラウザを閉じてください。」をクリックします。 

ブラウザを閉じて、ダウンロードしたプラグインをインストールし、メッセージ

に従ってインストールを完了します。  
 

 
図 6-2 

 
     PCの環境によっては、画面上にプラグインのインストールを促すメッセージが表示されな

い場合があります。その場合は、画面右上部の「 」をクリックしてプラグインをダウンロ
ードしてインストールしてください。 

 
 
                         注意 
      プラグインをインストールしていない場合でも映像が映ることがありますが、リ

ソース不足のため「デコードリソースが不十分です。プラグインをダウンロード

して再試行してください」というメッセージが表示され、映像が遅くなることが

あります。必ずプラグインをインストールしてからご利用ください。 
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メモ 

 NVR のファームウェアを新しいバージョンにアップデートした場合は、再度プ

ラグインをダウンロードしてインストールする必要があります。そのときは、画

面右上の「 」をクリックしてください。 

 Windows 7 の場合、バックアップと記録に問題が発生する可能性があります。
その場合は、管理者設定の手順を次のように確認してください。 
 

  
WIN7-1             WIN7-2 

 
 Active X をダウンロードできない場合は、セキュリティ レベルとファイアウォ

ール設定を最低にして、IE に調整を加えてください: [ツール] - [インターネッ
ト オプション] - [カスタム レベル] - [ActiveX] - ActiveX の下のすべてのオプ
ションを有効にして、[OK] をクリックすると、Active X がダウンロードされ、 
自動的にインストールされます。図 6-3 を参照してください。 

 
図 6-3 
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6.4 プレビュー 
クライアントに正常にログインした後、図 6-4 のような プレビュー 画面に入りま

す。画面下部の をクリックするとすべてのチャンネルの映像が表示されます。 

 

 
図 6-4 

1.システムメニュー：プレビュー、再生、画像、設定、メンテナンス、ログインユ

ーザー名、プラグインのダウンロード、ログアウトの表示が含まれます。 

2.画面左側：表示チャンネル、記録の開始、ストリーム切り替えができます。 

 

アイコン 仕 様 
CH1-CH16 対応するプレビュー チャンネルをオン/オフします。 

 

 
録画を開始/停止し、ローカル PCの記録装置にビデオを保存
します。 

 
チャンネルのメインストリームとサブストリームを切替えま
す。 

 
 
 

 

音声通話の場合、クリックするとNVRに自動的に接続され、
リアルタイム通話が行われます。  
PCとの通話の前提条件: PCにオーディオ入力/オーディオ出
力インターフェイスがあり、マイクとスピーカーの両方が接
続されていること。  
注意: アプリと Web は同時にローカル デバイスと通信でき
ません。 

表 6-1 
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1. プレビューチャンネルのショートカットボタン 

アイコン 仕 様 
 
 
 

 

プレビューウィンドウの切り替え。 左から右に、1画
面、4分割画面、６分割画面、8分割画面、9分割画面、
16画面です。 NVRがサポートするチャンネル数に応じ
て、プレビューウィンドウは異なります。実際の状況
を参照してください。 

 

 
全てのプレビュー チャンネルをメインストリームまたは 
サブ ストリームに切り替えてプレビューを開きます。 

 

  
全てのプレビュー チャンネルを開くまたは、閉じます。 

 
 

スクリーンショットを撮る場合は、このアイコンをクリッ
クします。 画像のデフォルトの保存パスは C:\Record で
す。「設定 → 保存先設定」で変更できます。 

 
 

 

このアイコンをクリックすると、全てのチャンネルで録画
が開始されます。録画を停止するには、アイコンをもう一
度クリックします。 録画ファイルのデフォルトの保存先
は C:\Record です。「設定 → 保存先設定」で変更でき
ます。 

 
 

 

デジタルズームを操作します。このアイコンをクリックし
てデジタルズーム機能を開き、チャンネルの拡大を選択し
ます。マウスの左ボタンを押したままズームインする領域
を選択し、左ボタンを放して、 拡大する領域を指定しま
す。 ズームチャンネル内でマウスの右ボタンをクリック
すると、元の状態に戻ります。 

   

 
1 画面プレビュー時にクリックしてチャンネルを切り替え
ます。 

 

   

スピーカーのオン/オフを切り替えます。 録画設定のオー
ディオがオンになっていない場合、リスニング時に音は聞
こえません。 

  

       
全画面再生する時にクリックします。キーボードの [Esc] 
を押して全画面を終了します。 

表 6-2 
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2. 映像: 対応するチャンネルを選択し、輝度、コントラスト、彩度、鮮明度を設
定し、ワイドダイナミックレンジ、映像反転、廊下モードを有効にし、デイ/
ナイト切替えを設定し、デフォルト値を復元することができます。 
 

3. PTZ操作: PTZカメラを操作する時に使用するアイコンとその機能を表 6-3に示し

ます。 

 

アイコン 仕 様 
 

 
PTZ制御方向ボタン 

 

  ズームボタン 
 

 焦点ボタン 
 

 絞りボタン 
 
 

 

スピードは、速度制御に使用されます。値が大きいほど回

転速度が速くなります。例えば、7 の回転速度が最速とな

ります。 
 

 プリセットポイントの設定ボタン 
 

 プリセットポイントの呼び出しボタン 
 

 プリセットポイント設定の削除ボタン 

表 6-3 
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6.5 再生 
メイン 画面で、[再生] をクリックして、下の図 6-5 に示すように、再生画面に入
ります。 ここでは、映像の録画、キャプチャ、ダウンロードなどの機能を使用する
ことができます。 
 

 
図 6-5 

 時間軸: 画面下部の緑ラインが選択されたチャンネルのノーマル録画された時間

帯を示しています。ラインの色は、録画の種類によって変わります。ファイル

タイプでイベントの種類を選択できます。再生する時刻を変更する場合は、ラ

イン部をドラッグして指定時間まで移動してマウスボタンを離します。 

「 」、「 」をクリックすると時間軸のスケールを変更できます。 

 画面分割：右下の「   」をクリックして画面分割を選択します。 

 再生/一時停止:画面下部の中央部の「   」をクリックすると再生が開始さ

れ、「   」をクリックすると再生が一時停止します。 

 停止:「  」をクリックすると再生が止まります。 

 スロー再生:「 」をクリックすると再生速度が遅くなります。クリックするた

びに1/2、1/4、1/8倍速に切り替わります。画面上に現在の再生速度が表示さ

れます。 

 高速再生:「  」をクリックすると再生速度が速くなります。クリックするた

びに2、4，8倍速に切り替わります。画面上に現在の再生速度が表示されます。  
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 サウンドオン/オフ: 再生中に「   」をクリックすると音声が出力されます。

「   」をクリックすると音声出力は停止します。 

 デジタルズーム: 再生中に「   」をクリックするとデジタルズームモードに

なります。画面上の拡大したい部分をドラッグして指定するとその部分が拡大さ

れます。「 」をクリックするとデジタルズームモードを終了して元の画面に

戻ります。 

 キャプチャ: 再生中に「 」をクリックすると静止画が保存されます。静止画

ファイルの保存先は、[設定 → 保存先]で指定したフォルダになります。 

 クリップ:再生中に「 」をクリックすると録画が開始されます。もう一度、

クリックすると録画が停止されます。録画ファイルの保存先は、[設定 → 保存

先]で指定したフォルダになります。 

 バックアップ: チャンネルを指定後、「 」をクリックすると録画ファイルの

リストが表示されます。必要な録画ファイルを指定して画面上部の「 」をク

リックすると録画ファイルのダウンロードが開始されます。録画ファイルの保存

先は、[設定 → 保存先]で指定したフォルダになります。 

 

 
図 6-6 

 
 全画面: 再生中に「      」をクリックすると全画面再生モードになります。 

キーボードの[Esc]を押すと全画面再生を終了して元の画面に戻ります。 
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6.6 画像 
 
画像では、NVR側でキャプチャされたすべての画像を表示およびダウンロードでき
ます。 手順は次のとおりです。  

 
ステップ 1: メイン画面で[画像] をクリックして、以下の図 6-7 に示す画像画面に
入ります。 

 

 
図 6-7 

 

   ステップ 2: チャンネルを選択し、イベントタイプを選択し、検索時間範囲を設定し

ます。 

ステップ 3: 「  」をクリックすると、以下の図 6-8 に示すように、検索さ

れた画像ファイルが表示されます。 
 

 
図 6-8 
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ステップ 4: 画像を選択し、「バックアップ」をクリックして保存パスを選択し、

「OK」をクリックして画像を選択し、指定したフォルダにダウンロードします。 ク

リック プレビュー位置に対応する「  」をクリックすると画像が表示されます。 

 チャンネル: 画像ファイルを検索するチャンネルを選択します。1 つのチャン

ネルを選択することも、複数のチャンネルを選択することもできます。 

 イベント タイプ: 検索する画像タイプ。ドロップダウン ボックス オプション

から、すべて、手動、動体検知、ラインクロス、地域侵入、徘徊、人の集合を

選択できます。 

 開始/終了時間: 画像ファイルをキャプチャする時間範囲を指定します。 

 検索: 「  」をクリックすると、システムは設定されたチャンネル、イベ

ントタイプ、時間範囲に従って対応する画像ファイルを検索し、ファイルリス

トに表示します。 

 詳細: 以下の図 6-8 に示すように、「   」をクリックして検索した画像が詳

細情報としてリストに表示されます。. 

 サムネイル: 「 」をクリックして検索した画像は、以下の図 6-9 に示すよう

に、サムネイルがリストに表示されます。 
 

 
図 6-9 

 バックアップ: 画像を選択し、「バックアップ」をクリックし、指定したフォル

ダにダウンロードします。 
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6.7 設定 
6.7.1 システム設定 

6.7.1.1 保存先設定 

メイン 画面で、[設定 → システム設定 → 保存先設定]をクリックして、以下の図 

6-10 に示すように、保存先設定画面に入ります。ここでは、PCの保存パスに対応

する録画ファイル、キャプチャ、クリップを設定します。【参照】をクリックして

保存するパスを選択し、【適用】をクリックしてパス設定を完了します。 
 

 
図 6-10 

6.7.1.2 全般 

 デバイス設定 
メイン 画面で、[設定 → システム設定 → 全般 → デバイス設定]をクリックして、
以下の図 6-11 に示すデバイス設定画面に入ります。デバイス名、ディスプレイ解
像度を設定できます。【適用】をクリックして設定を保存します。 
 

 
図 6-11 
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 日付設定 
メイン画面で、「設定 → システム設定 → 全般 → 日付設定」をクリックして日付設

定画面に入り、図 6-12 に示すようにNVRの時間を設定します。 

 

 
図 6-12 

【タイムゾーン】タイムゾーンを設定します。日本はGMT+09:00です。 
【日付の表示形式】YYYY/MM/DD などの日付形式を選択します。 
【NTP】NVR の時刻はネットワーク上のタイムサーバーと同期します。 (この機能
を使用するには、NVR がインターネットに接続する必要があります。) 設定が完了
したら、【適用】をクリックします。 
【NTPサーバーアドレス】NTP サーバー アドレスを「time.windows.com」,

「time.nist.gov」,「time-nw.nist.gov」,「time-a.nist.gov」,「time-  

b.nist.gov」,「pool.ntp.org」,「カスタマイズ」の中から選択します。 

【カスタマイズ】NTPサーバーアドレスで「カスタマイズ」を選択したときにタイ
ムサーバーのアドレスを入力します。 
【NTPポート】カスタム NTP サーバー ポートを入力します。 
【更新間隔（分）】時刻を更新する時間間隔を設定します。デフォルトでは 720 分
です。30～1440分まで設定できます。 
【手動時間同期】NVR の日付と時刻を手動で設定する場合にチェックします。 
【時間セット】NVRの日付と時刻を手動で設定し、設定が完了したら【適用】をク
リックします。 
【コンピュータの時間と同期します。】チェックして【適用】をクリックすると、
NVR 時刻が現在接続されているPCの時刻に同期します。 
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 サマータイム 

図 6-13 に示すように、サマータイムを有効にし、夏時間、終了時刻、終了時刻を

設定できます。（日本国内では使用しません） 
 

 
図 6-13 

 
6.7.1.3 ユーザー 
メイン 画面で、[設定 → システム設定 → ユーザー]をクリックして、以下の図 6-

14 に示すようにユーザー管理画面に入ります。ここでユーザーを追加、削除、編集
できます。ユーザー設定は、ローカル設定にも反映されます。 

 

 
図 6-14 

 
6.7.2 ネットワーク 

 
6.7.2.1 基本設定 

 
 TCP/IP 

メイン画面で、[設定 → ネットワーク → 基本設定 → TCP/IP]をクリックして、以
下の図 6-15 に示すように、TCP/IP 設定画面に入ります。ここでは、IP アドレス、
ネットワーク マスク、ゲートウェイ、ポート、DNS およびその他のネットワーク
情報を設定できます。TCP/IP 設定は NVRのローカル設定に反映されます。 
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図 6-15 

 
 DDNS 
メイン画面で、「設定 → ネットワーク → 基本設定 → DDNS」をクリックして、
以下の図 6-16 に示す DDNS 設定画面に入ります。 ここで DDNS 機能を有効にし
て設定できます。DDNS 設定は NVR ローカル設定に反映されます。 

 

 
図 6-16 

 
 PPPoE 

メイン画面で、「設定 → ネットワーク → 基本設定 → PPPoE」をクリックして、下

の図 6-17 に示すように PPPoE 設定画面に入ります。ここで PPPoE 機能を有効にし

て設定できます。PPPoE 設定は NVR のローカル設定に反映されます。 
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図 6-17 

 
 FTP 

メイン画面で、「設定 → ネットワーク → 基本設定 → FTP」をクリックして、以下

の図 6-18 に示すように、FTP 設定画面に入ります。ここで、FTPサーバー機能を

有効にして設定できます。FTP 設定は、NVR ローカル設定と同じです。 
 

 
図 6-18 

 
 UPnP 

メイン画面で、「設定 → ネットワーク → 基本設定 → UPnP」をクリックして、以

下の図 6-19 に示す UPnP 設定画面に入ります。ここで UPnP 機能を有効にして設

定できます。UPnP 設定は NVR ローカル設定に反映されます。 
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図 6-19 

 
 IPフィルター 

メイン画面で、「設定 → ネットワーク → 基本設定 → IPフィルター」をクリックし

て、以下の図 6-20 に示すように、IPフィルター設定画面に入ります。ここで、IP

フィルター機能を設定できます。IPフィルターの設定は、NVRのローカル設定のIP

フィルターの設定と一致しています。 
 

 
図 6-20 

 

6.7.2.2 P2P 

 P2P 
メイン画面で、[設定 → ネットワーク → P2P]をクリックして、以下の図 6-21 に
示すように、P2P 設定画面に入ります。 ここでは、P2P 機能を有効/無効にし、
NVRのシリアル番号を確認し、携帯電話を使用して QR コードをスキャンしてアプ
リをダウンロードしてスマートフォンなどの機器でリモート接続ができます。この
P2P の設定が NVR のローカル設定にも反映されます。 
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図 6-21 

 

 IPEYE （本機では使用できません） 
メイン画面で「設定 → ネットワーク → P2P → IPEYE」をクリックして、以下の図 
6-22 に示す IPEYE 設定画面に入ります。IPEYE の設定は NVR のローカル設定と
一致します。 
 

 
図 6-22 

 
6.7.2.3 Eメール 

 
メイン画面で、[設定 → ネットワーク → Eメール]をクリックして、以下の図 6-23 
に示すEメール設定画面に入ります。 ここでは、メール機能の設定をおこなうこと
ができます。この設定は、NVRの 設定と一致します。 
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図 6-23 

6.7.3 IPカメラ登録 

 
6.7.3.1 IPカメラ登録 
メイン画面で、[設定 → IPカメラ登録 → IPカメラ登録] をクリックして、以下の図 
6-24 に示すように、IPカメラ登録画面に入ります。 ここでは、必要に応じてＩＰ
カメラをNVRに追加、編集、削除できます。 ここで設定したパラメーターは NVR 
側の設定と一致します。 
 

 
図 6-24 
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6.7.3.2 POE 

 
 POE電源供給 
メイン画面で、「設定 → IPカメラ登録 → POE →POE電源供給」をクリックして、
POE電源供給画面に入ります。 以下の図 6-25 に示すように、ここで各チャンネル
のPOE電源の供給状況を確認できます。 

 

 
図 6-25 

 POE接続設定 
メイン画面で、「設定 → IPカメラ登録 → POE → POE接続設定」をクリックして、
POE接続設定画面に入ります。ここでは、各 PoE ポートにカメラを接続するための
設定をします。PoEポートのプラグ＆プレイ機能の設定やPoEポートに接続されてい
るIPカメラの接続距離に応じた設定ができます (以下の図 6-26 を参照)。 
 

 
図 6-26 
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6.7.3.3 表示設定 
メイン画面で、[設定 → チャンネル設定→IPカメラ登録 → 表示設定] をクリックし
て、以下の図 6-27 に示すように表示設定画面に入ります。ここでは、カメラの映
像にテキスト、日時などの情報の表示及び設定できます。この設定は、NVR側の設
定に反映されます。 

 
図 6-27 

6.7.3.4 映像 
メイン画面、「設定 → IPカメラ登録 → 映像設定」をクリックして、以下の図 6-
28 に示すように、映像設定画面に入ります。ここでは、チャンネル画像 (輝度、コ
ントラスト、彩度、鮮明度)、露出設定、デイ＆ナイトモード、ホワイトバランス、
表示方式、映像補正、逆光設定を表示および設定できます。 関連するパラメーター
は、NVR のローカル設定と一致します。 

 
図 6-28 
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6.7.3.5 プライバシーマスク 
メイン画面で、[設定 → IPカメラ登録 → プライバシーマスク] をクリックして、以
下の図 6-29 に示すプライバシーマスク設定画面に入ります。 ここでは 3 つのマ
スク領域を設定でき、関連するパラメーターは NVR 側の設定と一致します。 
 

 
図 6-29 

6.7.4 イベント 
 

6.7.4.1 ノーマルイベント 
 
 動体検知 
メイン画面で、「設定 → イベント → ノーマルイベント → 動体検知」をクリック
して、以下の図 6-30 に示すように、動体検知設定画面に入ります。 ここでは、動
体検知関連の情報を表示および設定できます。 関連するパラメーターは、NVR の
ローカル設定と一致します。 
 

 
図 6-30 
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 ビデオ改ざん 

めイン画面で、[設定 → イベント → ノーマルイベント → ビデオ 改ざんス] 
をクリックして、以下の図 6-31 に示すビデオ 改ざん設定画面に入ります。 
ここでは、チャンネルの映像の改ざん検出を有効にし、連動機能を設定しま
す。関連するパラメーターは、NVR のローカル設定と一致します。 

 
図 6-31 

 ビデオロス 

メイン画面で、[設定 → イベント → ノーマルイベント → ビデオ ロス] をクリ
ックして、以下の図 6-32 に示すビデオ ロス設定画面に入ります。 ここでは、
チャンネルのビデオ損失を有効にし、ビデオ損失時に対応するアラームを設定で
きます。関連するパラメーターは、NVR のローカル設定と一致します。 
 

 
図 6-32 
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 ブザー 

メイン画面で、「設定 → イベント → ノーマルイベント → ブザー」をクリックし
て、次の図 6-33 に示すように、ブザー設定画面に入ります。 ここでブザーの鳴る
時間を設定できます。 このパラメーターは、NVR のローカル設定と一致します。 

 

 
図 6-33 

 異常検知 
メイン画面で、「設定 → イベント → スマートイベント → 異常検知」をクリック
して、以下の図 6-34 に示す異常検知設定画面に入ります。ここでは、異常なアラ
ーム (HDDなし、HDDエラー、IPアドレス衝突、HDDフルなどを選択して連動する
機能を設定します。 異常検知設定は、 NVR のローカル設定と一致します。 
 

 
図 6-34 
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6.7.4.2 スマートイベント 
 ラインクロス検知 
メイン画面で、「設定 → イベント → スマートイベント → ラインクロス検知」をク
リックして、以下の図 6-35 に示すクロスオーバー検知設定画面に入ります。 ここ
でクロスオーバー検知のアラームを設定できます。 関連するパラメーターは、NVR 
のローカル設定と一致します。 
 

 
図 6-35 

 地域侵入 

メイン画面で、[設定 → イベント → スマート → 地域侵入]をクリックして、
次の図 6-36 に示すように、地域侵入検知設定画面に入ります。 ここでは、
設定した四角形に対して侵入検知のアラームを設定できます。 
  

 
図 6-36 
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 エリア入場・エリア退出 

この機能は、本機では動作しません 

 

 徘徊 
メイン画面で、[設定 → イベント → スマート → 徘徊] をクリックして、下の図 6-
37 に示すように、徘徊検知設定画面に入ります。 ここで、人の滞留を検出するア
ラームを設定できます。関連するパラメーターは、NVR のローカル設定と一致しま
す。 
 

 
図 6-37 

 
 人の集合 
メイン画面で、「設定 → イベント → スマートイベント → 人の集合」をクリック
して、以下の図 6-38 に示すように、人の集合の検知設定画面に入ります。 ここで
人の集合検知を設定できます。関連するパラメーターは NVR のローカル設定と一
致します。 
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図 6-38 

 
 顔検出 

この機能は、本機では動作しません 
 

 

6.7.5 録画設定 
6.7.5.1 スケジュール 
メイン画面で、[設定 → 録画設定 → スケジュールをクリックして、以下の図 6-39 
に示すように、録画スケジュール設定画面に入ります。 関連するパラメーターは、
NVR のローカル設定と一致します。 
 

 
図 6-39 
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6.7.5.2 録画品質 
メイン画面で、「設定 → 録画設定 → 録画品質」をクリックして、以下の図 6-40 
に示すように、録画パラメーター設定画面に入ります。 関連するパラメーターは、
NVR のローカル設定と一致します。 

 

 
図 6-40 

6.7.5.3 記録装置 

 
 HDD管理 
メイン画面で、[設定 → 録画設定 → 記録装置 → HDD管理]をクリックして、次の
図 6-41 に示すようにHDD管理画面に入ります。ここでは、接続された HDD 情報
を表示し、HDDをフォーマットできます。 HDDをフォーマットする操作手順は、
NVR のローカル設定と同じです。 
 

 
図 6-41 
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 クラウドストレージ 

メイン画面で、「設定 → 録画設定 → 記録装置 → クラウドストレージ」をクリック

して、以下の図 6-42 に示すように、クラウドストレージ設定画面に入ります。こ

こで、クラウドストレージの機能を有効にできます。設定方法は、NVRのローカル

設定と同じです。 
 

 
図 6-42 

6.7.5.4 拡張設定 

 設定 
メイン画面で、「設定 → 録画設定 → 拡張設定 → 設定」をクリックして、以下の図 
6-43 に示すように、設定画面に入ります。設定画面では、NVRのHDDフルの場合
の処置、録画の自動削除などの関連情報を表示および設定できます。 
 

 
図 6-43 
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 S.M.A.R.T 
 

メイン画面で、「設定 → 録画設定 → 拡張設定 → S.M.A.R.T」をクリックして、
以下の図 6-44 に示すように、S.M.A.R.T 設定画面に入ります。 関連するパラメー
ターは、 NVR 側の設定と一致しています。 
 

 
図 6-44  
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6.8 メンテナンス 
6.8.1 システム情報 

メイン画面で[メンテナンス] をクリックしてシステム情報表示画面に入り、図 6-45 
に示すように、現在のNVRの基本情報を表示できます。 
 

 
図 6-45 

 

【デバイス名】現在のNVRの名前。  
【デバイスタイプ】デバイスの種類。 
【プロトコルバージョン】現在のNVRのプロトコルバージョン番号。 
【WEBバージョン】 WEBページのバージョン番号。  
【ファームウェアバージョン】現在のNVRのファームウェアバージョン。 
【リリース日時】現行プログラムのリリース日。  
【プラグインバージョン】プラグインのバージョン。 
【チャンネル数】NVRの総チャンネル数。 

 

6.8.2 NVRのアップデート 
メンテナンス画面で、【NVRのアップデート】をクリックしてNVRのアップデート
画面に入り、図 6-46 に示すように、手動アップデートまたはオンライン アップデ
ートを行うことができます。 
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図 6-46 

【手動アップデート】【参照】をクリックしてアップデートファイルパッケージを追加
し、【アップデート】をクリックしてNVRのファームウェアをアップデートします。 
(アップデート中は、操作は避けて、絶対に電源を切らないでください。NVRが正常
に動作しなくなる可能性があります。) 

【オンラインアップデート】ネットワークに接続されているNVRを確認するには、現
在のバージョン番号を確認し、【チェック】をクリックします。最新のアップデート
バージョンを確認するポップアップが表示され、ダウンロードするかどうかを確認し、
「OK」をクリックすると、アップデートが開始されます。 アップデート バージョ
ンをダウンロードして自動アップデートを完了します。 
【自動検出】NVRがネットワークに接続されている場合に最新のアップデートバージ
ョンがあるかどうかを自動的に検出します。最新のアップデートバージョンを確認す
るポップアップが表示され、ダウンロードするかどうかを確認し、「OK」をクリッ
クすると、アップデートが開始されます。 アップデートバージョンをダウンロード
して自動アップデートを完了します。 

 
6.8.3 デフォルト復元 
メンテナンス画面で、【デフォルト復元】 をクリックして図 6-47 に示すように
リセット画面に入り、NVRの設定をリセットし、全てのパラメーターを工場出荷
時の設定に戻すことができます。 
 

 
図 6-47 
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【デフォルト】ユーザーパスワードとネットワークパラメーターを除く全てのデフォル

トパラメーターを復元します。  

【工場出荷時設定に戻す】NVR のすべてのパラメーター設定は自動的に工場出荷時の

パラメーター設定に復元されます (この機能は慎重に操作してください)。 
 

6.8.4 NVRの自動再起動 
メンテナンス画面で、[NVRの自動再起動] をクリックして、図6-48に示す再起動設
定画面に入ります。ここで、NVRの再起動時刻を設定したり、ドロップダウン メニ
ューで再起動の周期を設定できます。例えば、[毎週：水：3時：3分]を設定して
【適用】をクリックするとNVRは、毎週水曜日の3時3分に再起動します。 
 

 
図 6-48 

 
6.8.5 インポートとエクスポート 

メンテナンス画面で、[インポートとエクスポート] をクリックしてNVRのインポー
トとエクスポート画面に入り、図 6-49 に示すように、NVRの設定 パラメーターを
エクスポートしたり、パラメーターを NVR にインポートすることができます。 
 

 
図 6-49 

6.8.6 チャンネル情報 
メンテナンス画面で、【チャンネル情報】をクリックして チャンネル情報画面に入
ります。ここでは、図 6-50 に示すように、各チャンネルの解像度と IPカメラ のバ
ージョン番号を表示できます。 
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図 6-50 

 
6.8.7 ログ 
メンテナンス画面で「ログ」をクリックしてログ検索画面に入ります。図 6-51 に
示すようにNVRの操作、アラームなどの記録を照会できます。また、これらの記録
ファイルをUSBメモリなどに保存できます。 
 

 
図 6-51 

【検索】 ログ検索の日付と開始時刻を設定し、【検索】をクリックすると、条件に合
致したIPC実行記録がログ一覧に表示されます。  

【すべてクリア】クリアボタンをクリックすると、すべてのログが空になります。 
【エクスポート】現在のログの内容をUSBメモリの指定したフォルダにテキスト形
式で保存することができます。 

 
6.8.8 診断情報 

  
   診断情報は、使用できません。 



147  

第7章 仕様 
8CHモデルNVR-D08-4T、【 】内は4CHモデルNVR-Ｄ04-2T 
 

映像入力 
16CH【9CH】 (3840×2160, 2592×1944,2560×1920, 2048×
1536, 1920×1080, 1280×960, etc)  

映像出力 VGA ×1、HDMI ×1 
音声出力 RCAジャック ×1 / RCAジャック ×1 
音声ビットレート 64kbps 
音声圧縮方式 G.711u, G.711a, ADPCM_DVI4 
モーション検知 16 CH【9CH】 検知領域分割：396 (22×18) 

トリガーイベント 
録画、Eメール、FTP、スナップショット、ブザー、画面表示、アラーム
出力 

HDMI出力 
解像度：4K（3840×2160）,1920×1080, 1280×1024, 1280×720, 
1024×768 

VGA出力 
解像度：1920×1080/60Hz, 1280×1024/60Hz, 1280×720/60Hz, 
1024×768/60Hz 

分割表示 
16CH/13CH/10CH（8CHモデルのみ） /9CH/ 8CH/6CH/4CH/1CH
（4CH/8CHモデル） 

デジタルズーム サポート 

OSD カメラ名、時刻、録画、モーション検知、イベント 

映像圧縮方式 H.264/H.264+/H.265/H.265+ 

録画解像度 4K , 5MP , 4MP , 3MP , 1080P , 960P , 720P , D1 

録画 
フレームレート 

PAL(25fps): 
4K@10CH,5MP@16CH,4MP@16CH,3MP@16CH,1080P@16CH,etc
【最大9CH】 
NTSC(30fps): 
4K@10CH,5MP@16CH,4MP@16CH,3MP@16CH,1080P@16CH, 
etc【最大9CH】 

録画モード 手動／時間／モーション検知／スマートアラーム 

ローカル同期再生 
1CH 4K@30fps, 1CH 5MP@30fps,2CH 4MP@30fps, 2CH 
3M@30fps, 4CH 1080P@20fps,  
4CH 960P@30fps,  4CH 720P@30fps 

デコード機能 4CH 1080P@30fps 
リモート同期再生 サポート 
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検索モード チャンネル、手動、時間、日付、モーション検知、イベントアラーム 

再生機能 
再生、一時停止、停止、巻戻し、早送り再生、スロー再生、全画面、コ
マ送り、デジタルズーム、音声出力 

バックアップモード USB記憶装置／ネットワーク経由 

ネットワーク 
インターフェイス 

カメラ用PoE LANポート RJ45 ｘ8【ｘ4】 
外部接続用LANポート RJ45 ×1  

入力帯域幅 最大120Mbps 【最大80Mbps】 

ネットワーク機能 
TCP/IP, HTTP, UPnP, DNS, NTP, SMTP, DHCP, FTP, DDNS, RTSP, 
RTCP,P2P 

Onvifバージョン Onvif S,Onvif T 
Webブラウザ Edge,IE 8～11,Chrome,Firefox,Safari 

スマートフォン iPhone, iPad, Android, Android Pad 

PoE 
PoE LANポート ×8CH【×4CH】（最大30W/CH 但し、 消費電力の合
計が72W【45W】を超えないこと）、プラグアンドプレイサポート 

PoE通信距離 最大200ｍ（長距離モード）※環境により変化します。 

HDDインターフェイス SATA ×1  

HDD容量 4TB【2TB】  

言語 

Traditional Chinese, Simplified Chinese, English, Polish, Czech, 
Russian, Thai, Hebrew, Arabic, Bulgarian,German, French, 
Portuguese, Turkic, Spanish, Italian, Hungarian, Romanian, 
Korean, Dutch, Greek, Vietnamese, 日本語 

USB インターフェイ
ス 

USB 2.0 インターフェイス ×2（フロント、リア各1） 

電源 ACアダプター（DC 48V/2.5A）  

消費電力 10W以下（HDD,PoEを除く） 
動作温度／湿度 -10～55℃／10～90%（氷結・結露のないこと） 
寸法(W×D×H) 260×230×47mm （突起部除く） 
質量 1.4kｇ 

パッケージ内容 
NVR本体、ACアダプター（DC48V，2.5A）、ACケーブル、マウス、 
クイックスタートガイド 

 

 



149  

第8章 付録 

8.1 録画時間の目安 
 

録画データの容量は、映像の内容（細かい模様の有無、物体の動きの大きさ、速さな
ど）によって大きく変動します。そのためHDDに映像を保存できる日数も大きく変動
します。次に示す録画日数は、一般的なオフィスによる実測データです。録画日数は、
映像によって1/2～2倍程度の変動がありえますのでご注意ください。 

8.1.1 HDDが2TBの場合 
メインストリーム 2TB HDD 

H.265+、可変ビットレート 録画日数（日） 

解像度 

フレーム ビット 

1CH 4CH 8CH レート レート 

（FPS） （Kbps) 

8MP 

4K 

3840ｘ 

2160 

20 2880 167.8  42.0  21.0  

10 2880 191.6  47.9  24.0  

6 2880 203.0  50.8  25.4  

5MP 
2592×

1944 

20 1920 193.9  48.5  24.2  

10 1920 199.8  50.0  25.0  

6 1920 233.4  58.4  29.2  

4MP 
2560×

1440 

20 1920 199.7  49.9  25.0  

10 1920 239.2  59.8  29.9  

6 1920 266.0  66.5  33.3  

2MP 

フル HD 

1920ｘ 

1080 

20 1280 338.6  84.7  42.3  

10 1280 377.4  94.4  47.2  

6 1280 389.4  97.4  48.7  

備考 

サブストリーム ： H.265 

解像度 ： 720×480 

フレームレート ： 20FPS 

ビットレート ： 256Kbps 
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8.1.2 HDDが4TBの場合 
メインストリーム 4TB HDD 

H.265+、可変ビットレート 録画日数（日） 

解像度 

フレーム ビット 

1CH 4CH 8CH レート レート 

（FPS） （Kbps) 

8MP 

4K 

3840ｘ 

2160 

20 2880 335.5  83.9  41.9  

10 2880 383.2  95.8  47.9  

6 2880 406.1  101.5  50.8  

5MP 
2592×

1944 

20 1920 387.5  96.9  48.4  

10 1920 399.6  99.9  50.0  

6 1920 466.8  116.7  58.4  

4MP 
2560×

1440 

20 1920 399.5  99.9  49.9  

10 1920 478.5  119.6  59.8  

6 1920 532.0  133.0  66.5  

2MP 

フル HD 

1920ｘ 

1080 

20 1280 677.3  169.3  84.7  

10 1280 754.8  188.7  94.4  

6 1280 778.8  194.7  97.4  

備考 

サブストリーム ： H.265 

解像度 ： 720×480 

フレームレート ： 20FPS 

ビットレート ： 256Kbps 
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8.2 Q＆A 
 

1. HDDを検出できない場合の対処方法 
 

回答：NVRがHDDを検出しない場合、HDDにSATAケーブルと電源ラインが正しく
接続されているかどうか、マザーボード上のSATAコネクタに問題があるかどうかを
確認してください。 
 

 2. LANケーブルは、何を使用すれば良いですか？ 
 
  回答：ケーブルの種類は、Cat.5e以上の単線ケーブルを使用してください。より線の

ケーブルは、柔らかく配線しやすいですが、PoEの給電には適していませんので使用
しないでください。また、中継コネクタを使用してケーブルを延長することも信号が
劣化してトラブルの原因となりますので避けてください。 

 

 
 

3. カメラの映像が映らない 
 

回答：以下の手順で確認してください 
チェックポイント1： 接続時にNVR本体背面のPoE LANポートの下側にある緑色の
LEDの状態を確認します。（写真参照）接続直後は、このLEDがゆっくりと不規則に
点滅しますが、30秒～1分後にカメラが正常に認識されると規則的な速い点滅に変わ
ります。LEDが点灯しなかったり、ゆっくりとした点滅のままの場合は、ケーブルの
異常が考えられます。コネクタの配線、コネクタとケーブルの接触不良などがないか
どうかをチェックしてください。写真の例では、右側のLEDが上段（CH1番）、左側
のLEDが下段（CH2番）の状態を示しています。 
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チェックポイント2：メインメニューから「設定 → チャンネル設定 → PoE」をクリ
ックして[PoE電源供給]の画面で使用中の電力を確認します。１つのチャンネルが昼
間(明るい時間)4W前後、夜間（暗い時間）7W前後の消費電力であれば正常です。 
0.0Wや10.0W以上などの電力になる場合は、コネクタなどに接触不良、または短絡
が発生している可能性があります。 

 
チェックポイント3：メインメニューから「設定 → チャンネル設定 → PoE → PoE
接続設定」の画面で映っていないチャンネルの［プラグ＆プレイ］のチェックボック
スにチェックが入っているかどうかを確認してください。ここがチェックされていな
いとプラグ＆プレイ機能が無効になり、カメラの登録は、手動で行わなければなりま
せん。 
 

4. カメラの映像が横長に表示される 
 

回答：500万画素（2592ｘ1944または、2560ｘ1920）の映像は、画面のアスペク
ト比が4：3となります。この映像を16：9のワイドモニターに映すと横長に伸びた
映像になることがあります。この場合は、ワイドモニター側の設定で画面のアスペク
ト比を4：3に固定してください。 

 
5.  プレビューの画面が、カメラの台数以上の分割画面になる 

 
回答：プレビュー画面でマウスの右ボタンを押してショートカットメニューから[画
面分割]を左クリックして1、2、4、6、8、9、16画面を選択できます。（16画面は、
8CHモデルのみ） 

 
 

CH1のLED表示 
CH2のLED表示 
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6. チャンネルの表示位置を変更したい 
 

回答：プレビュー画面で移動したいチャンネルの画面を左クリックしたままマウスカ
ーソルを移動先に合わせてクリックを解除する（ドラッグ＆ドロップ）と画面位置を
移動できます。移動先に映像が表示されている場合は、そのチャンネルと位置が入れ
替わります。 

 
7.  パスワードを変更後、パスワードを忘れた場合は、どうすれば良いですか？ 

 
回答：本マニュアルの4.2.2 パスワード忘れた時の項目を参照して対処してください。
パスワードを設定するときは、覚えやすく比較的安全なパスワードをお勧めします。
（セキュリティ上の必要性がある場合は、「aaaa1111」などの単純なパスワードを
設定しないでください） 

 
8. NVRが動作中の熱により、どのような結果が生じる可能性がありますか？ 

 
回答：NVRが動作しているときには、熱が発生します。長期的な高温環境によりシス
テムの安定性と寿命に影響することがあります。NVRを安全で換気された場所に置い
てください。 

 
 9.  NVRを縦置きに設置しても大丈夫ですか？ 

  回答：NVRの側面に通風のための穴がありますので、ここを塞ぐと内部の温度が上昇

して故障（特にHDDの寿命に影響）の原因になります。側面の穴を塞がないように

設置すれば、縦置きでも問題ありませんが、できるだけ風通しが良くなるように設置

してください。 

 
10. パソコンのHDDをNVRにインストールすれば使用できますか？ 

 
回答：使用するHDDがNVRのシステムでサポートされている仕様であれば動作しま
すが、録画用のHDDでない場合は、早期に故障することがあります。使用する場合
は、NVR上でフォーマットする必要があります。フォーマットすると、HDD内の全
てのデータが失われますので注意が必要です。 
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11. 録画中に再生できますか？ 
 

回答：はい。できます。 
 
 12. 無線マウスは使えますか？ 
 
  回答：可能です。PCと同様にUSB端子に無線マウスの受信ユニットをセットしてく

ださい。 

13. NVRのHDD上の録画の一部を削除できますか？  
 

回答：セキュリティを考慮して、ビデオ録画の一部を削除することはできません。全
てのビデオ録画を削除する場合は、HDDをフォーマットすることで消去できます。 

 
14. NVRのWeb画面に接続できないのはなぜですか？ 

 
回答：ネットワーク接続の設定が正しいかどうか、RJ-45コネクタの接続が問題ない
かどうか、またログインできない場合は、ユーザー名とパスワードが正しいかどうか
を確認してください。 

 
15. 再生の時に4CHを同時にみることができないのはなぜですか？ 

   
  回答：再生画面に入った時は、メインストリームでの再生モードになっているためデ

コード能力が不足して1～2チャンネルしか再生できないことがあります。そのよう
な場合は、図 8-1に示す再生画面の下部に表示されているストリーム切替でサブスト
リームを選択してください。 

 

 
図 8-1 

 
16. 再生時に録画データが見つからないのはなぜですか？ 

 
回答：プレビュー画面で再生したいチャンネルの映像に[ ]のマークが表示されて
いることを確認してください。表示されていない場合は、録画が実行されていません。 
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メインメニューから「設定 → 録画設定 → スケジュール 」をクリックして録画スケ
ジュールを確認してください。再生したい時間帯に緑のラインが引いてあれば、その
時間帯は、イベントの有無に関わらず録画が実行されます。この設定に問題がない場
合は、HDDのトラブルが考えられますので「設定 → 録画設定 → 記録装置」をクリ
ックしてHDDが認識されているか確認してください。 
HDDが認識されている場合は、「設定 → 録画設定 → 拡張設定 → S.M.A.R.T」をク
リックしてHDDの自己診断と総合評価の項目を確認してください。 
HDDが故障している場合は、販売店に修理を依頼してください。 

 
17. 複数のNVRを同一のLANに接続する場合には、どのような注意が必要ですか？ 

 
回答：複数のNVRを初期設定のまま、同一のLANに接続すると内部ネットワークカー
ドのIPアドレスが衝突します。NVRの初期設定は、全て[192.168.11.2]に設定され
ています。メインメニューから「設定 → ネットワーク → 基本設定」をクリックし
て内部ネットワークカードIPが重ならないように末尾の数値を変更してください。
（例：192.168.11.32）末尾の数値は、2～255まで設定可能です。他のNVRと異な
る値を入力して【適用】をクリックしてください。その後、ポップアップ画面が表示
されますので図 8-2に示すように【確認】をクリックして再起動してください。 
 

 
図 8-2  
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18. カメラを増設することはできますか？ 

 回答：外部にHUBを接続することによりIPカメラを増設できます。4CH NVRは、合
計9CH、8CH NVRは、合計16CHまで増設することができます。例えば、弊社製PoE 
HUB（GS-POE-HUBA82G）を使用する場合は、図8-3のように配線します。 

 

インターネット

GS-POE-HUBA82G NVR

ルーター

 
図8-3 

 

 なお、外部のHUBにIPカメラを接続した場合は、プラグ＆プレイによるIPカメラの
自動登録はできませんので、手動で登録作業を行う必要があります。IPカメラ登録の
画面で【検索】をクリックしてカメラを選択後に【ワンクリックで追加】をクリック
して登録してください。 

 
19. 落雷による機器の故障を防ぐ対策はありますか？ 

 
 回答：雷害には、大きく分けて2種類あり、直撃雷と誘導雷によるものがあります。 

直撃雷は、落雷のエネルギーが大きく、被害を防ぐことはできません。しかし、
被害の大半は、誘導雷によるサージ電圧によるものです。この誘導雷については
対策することは可能です。例えば、弊社製のPoEサージプロテクタ（GS-POE-
SPD1G01）を使用する場合は、図 8-4のように接続することでほとんどの誘導
雷による被害を防ぐことができます。 
 

【注意】PoEサージプロテクタ（GS-POE-SPD1G01）は、全ての落雷に対し避雷性能
を保証するものではありません。 
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付属STP LANケーブル

付属STP LANケーブル

防水ジャンクションボックス等

接地（アース）

接地（アース）

PoE　IP　カメラ

防水コネクタ

機器側

ライン側

機器側 ライン側

PoEネットワーク
ビデオレコーダー等

PoE　LAN　コネクタ

 
図 8-4 

 

20.  録画日数を延長するにはどのように設定すれば良いですか？ 

 

  回答：録画日数を延ばす方法は、主に3つの方法があります。 

 
 ① カメラの解像度を下げる 

  IPカメラは、複数の解像度を設定することができます。例えば、4Kカメラの場合は、 

  3840×2160、3072×2048、2592×1536、2560×1440、1920×1080などの解像

度が選択できます。（カメラの種類によって選択可能な解像度は異なります）設定は、

図 8-5に示すようにメインメニューから「設定 → 録画設定 →  録画品質 → メイン

ストリーム」をクリックし、変更するチャンネルの解像度をドロップダウンして選択

できます。注意点としては、解像度（ピクセル数）を半分にすると録画時間が2倍に

なるわけではありません。設定の際には、8.1 録画時間の目安を参考にして検討し

てください。なお、サブストリームは、データ量が少ないため、設定を変更しても録

画日数にはほとんど影響ありません。 
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図 8-5 

 
② 映像のフレームレートを下げる 

      フレームレートは、1秒間に表示される画像の枚数を表しています。このフレームレ
ートを低くすることで録画データ量を減らすことができます。図 8-6に示すようにメ
インメニューから「設定 → 録画設定 →  録画品質 → メインストリーム」をクリッ
クし、変更するチャンネルのフレームレートをドロップダウンして選択できます。
（カメラの種類によって選択可能なフレームレートは異なります）フレームレートを
半分にすると録画時間が2倍になるわけではありません。設定の際には、8.1 録画
時間の目安を参考にして検討してください。一般的なセキュリティ用途では、10～
20fpsで充分と言われています。なお、サブストリームは、元々のデータ量が少ない
ため、設定を変更しても録画日数にはほとんど影響ありません。 

 

 
図 8-6 
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③ ビットレートを下げる 
 ビットレートとは、1秒間に送るデータ量を示す数値です。実際にはこの数値を目安
に映像の内容によって変動します。(H.265+の場合) ①②を実施しただけでもデー
タ量は削減されますが、このビットレートの数値を下げることでさらにデータ量を抑
えることができます。 

 図8-7に示すようにメインメニューから「設定 → 録画設定 →  録画品質 → メイン
ストリーム」を選択して設定するカメラのビットレート欄を」クリックして数値を入
力して【適用】をクリックします。 

 

 
図 8-7 

 
このビットレートの数値を極端に下げると画質が低下しますので注意が必要です。 

 特に映像の動きのある部分がモザイク状になり、不鮮明になります。 
 以下の解像度、フレームレート、ビットレートの設定例を参考にしてください。 
 ・3840×2160 20FPS 2880kbps（800万画素カメラ初期値） 
 ・3840×2160 10FPS 2560kbps  
 ・2592×1944 20FPS 1920kbps（500万画素カメラ初期値） 
 ・2592×1944 10FPS 1600kbps 
 ・1920×1080 20FPS   1280kbps 
 ・1920×1080   10FPS   1000kbps 
 なお、サブストリームは、データ量が少ないため、設定を変更しても録画日数にはほ
とんど影響ありません。 

 
以上の①②③を実施することによって、録画日数を延長することができますが、必ず設
定変更後にメインストリームの画質と動きを確認してください。映像の内容によっては、
画質の低下が著しくなる場合もあります。その場合は、各設定値を変更して良好な画質
になるように調整してください。 
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8.3 保守・点検 
 
   1.  1日に1回は、NVRの画面を見て録画状況を確認してください。各チャンネルの

画面上に マークが表示されていれば録画が実行中です。次に再生が可能である

ことも確認してください。また、映像に埃や汚れなどが映っている場合は、カメ

ラ前面のレンズ部の清掃を行ってください。 
 

2.  NVRを停止するときは、直接、電源を切らないでください。メインメニューか

ら「終了 → 終了］をクリックして、映像が消えてから5秒以上経過後に電源を切

ることにより、データの破損やHDDの損傷を避けることができます。 
 
3. NVR本体をできるだけ高温の熱源から離して、風通しのよい場所に設置してく

ださい。高温の環境は、特に HDDの寿命に影響します。 

 

4. 6カ月毎に筺体に付着したホコリを取り除き、筐体周辺の通気性を保ち、放熱

が良くなるようにしてください。 

 

5.  音声信号ラインについては、ホットスワップ（電源を入れたまま、抜き差しす

る）しないでください。故障の原因となります。 
 

6.  NVRのHDD電源ケーブルとSATAケーブルを定期的に確認し、経年劣化してい

ないかどうかを確認してください。 
 

7.  音声/ビデオ信号に影響のある他の電気回路や電子機器を可能な限り遠ざけて

ください。静電気または誘導電圧による通信エラー、HDDの損傷を防ぎます。  
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	具体的な操作手順は以下のとおりです。

	メモ
	 UPnP

	前提条件
	具体的な操作手順は以下のとおりです。

	メモ
	 IPフィルター

	 ブロックリスト:
	 許可リスト:
	IPフィルターの操作手順は次のとおりです。
	注意
	仮想ホストの操作手順は次のとおりです。
	 P2P

	メモ
	具体的な操作手順は以下の通りです。
	 BitVision Appの操作例
	具体的な操作手順は以下の通りです。
	 Eメール
	具体的な操作手順は以下の通りです。



	5.6.3　チャンネル設定
	 IPカメラ登録
	前提条件: IPカメラを追加する前に、IP カメラが NVRが配置されているネットワークに接続されているかどうかを確認し、ネットワーク パラメーターを正しく設定してください。
	 POE
	具体的な操作手順は以下の通りです。
	 PoE 接続設定
	具体的な操作手順は以下の通りです。
	ステップ 1: メイン メニューで、[設定 → チャンネル設定 → POE] をクリックして、さらに[PoE接続設定]のタブをクリックして以下の図 5-43 に示すように、PoE接続設定の画面に入ります。
	 表示設定（OSD）
	具体的な操作手順は以下の通りです。
	メモ
	具体的な操作手順は以下のとおりです。

	メモ
	メモ
	 プライバシーマスク
	具体的な操作手順は以下のとおりです。

	メモ

	5.6.4　イベント
	具体的な操作手順は以下の通りです。
	メモ
	 ビデオロス
	 異常検知
	具体的な操作手順は以下の通りです。
	 スマート・イベント
	 地域侵入
	具体的な手順は次のとおりです。

	メモ
	メモ
	ステップ 4: 以下の図 5-57 に示すように、【アラームスケジュール】をクリックし、アラーム監視時間を設定します。
	具体的な操作手順は以下のとおりです。


	メモ
	メモ
	ステップ 4: 以下の図 5-61 に示すように、「アラームスケジュール」をクリックし、アラーム監視時間を設定します。
	 エリア入場・エリア退出
	この機能はサポートされていません。
	 徘徊
	具体的な手順は次のとおりです。


	メモ
	メモ
	ステップ 4: 以下の図 5-64 に示すように、「監視スケジュール」をクリックし、アラーム監視時間を設定します。
	 人の集合
	具体的な手順は次のとおりです。


	メモ
	メモ
	・ 描画したエリアは「クリア」で消去して描き直すことができます。
	ステップ 4: 以下の図 5-67 に示すように、「監視スケジュール」をクリックし、アラーム監視時間を設定します。


	5.6.5　録画設定
	描画方法による録画スケジュールの設定の具体的な操作手順は以下のとおりです。
	メモ
	 1日あたり 8 つの時間帯が指定可能で、NVRは設定された時間範囲内で対応するタイプの録画を開始します。
	 描画エリアの最小単位は1時間です。
	 同じ時間帯に複数の指定がある場合は、指定は全て有効となります。例えば、ノーマル録画と動体検知が重なっている場合は、ノーマル録画中に動体検知があったことを記録します。再生時に動体検知部分だけ見たいときに利用可能です。
	 作図領域でマウスの左ボタンを押したままボックスをドラッグして選択すると、各曜日の期間を同期して編集できます。
	 録画スケジュールの設定では、できるだけノーマル録画（緑のライン）を途切れないように設定することをお勧めします。動体検知などのイベント録画のみに設定するとイベントの設定が不適切な場合に必要な映像が取れない可能性があります。ノーマル録画とイベント録画を重ねておくと常に録画が継続されて、再生時にイベント部分だけの再生も可能です。
	編集方法で録画プランを設定する 具体的な操作手順は以下のとおりです。
	具体的な操作手順は以下のとおりです。
	 記録装置
	 HDD管理
	HDDのフォーマット
	前提条件: HDDが正しく取り付けられていること。
	具体的な操作手順は以下のとおりです。
	メモ
	 クラウドストレージ

	前提条件
	具体的な操作手順は以下のとおりです。
	具体的な手順は次のとおりです。
	 S.M.A.R.T
	具体的な手順は次のとおりです。
	 S.M.A.R.T :

	メモ

	5.7 メンテナンス
	5.7.1　システム情報
	5.7.2　NVRのアップデート
	 オンラインアップデート
	メモ

	5.7.3　デフォルト復元
	5.7.5　インポートとエクスポート
	5.7.6　チャンネル情報
	5.7.7　診断情報

	第６章　 WEB操作
	メモ
	6.1 ネットワーク接続
	6.2 ブラウザログイン
	メモ
	 HTTP ポートが 80 以外に設定されている場合は、「http://IP アドレス」+ :(コロン) + ポート番号」をブラウザのアドレスバーに入力します.
	(例:「http://192.168.1.88:9000」)

	6.3 プラグインのダウンロード、インストール
	メモ

	6.4 プレビュー
	1. プレビューチャンネルのショートカットボタン
	3. PTZ操作: PTZカメラを操作する時に使用するアイコンとその機能を表 6-3に示します。

	6.5 再生
	6.6 画像
	6.7 設定
	6.7.1　システム設定
	6.7.1.1 保存先設定
	6.7.1.2 全般
	メイン画面で、「設定 → システム設定 → 全般 → 日付設定」をクリックして日付設定画面に入り、図 6-12 に示すようにNVRの時間を設定します。
	【タイムゾーン】タイムゾーンを設定します。日本はGMT+09:00です。
	【NTP】NVR の時刻はネットワーク上のタイムサーバーと同期します。 (この機能を使用するには、NVR がインターネットに接続する必要があります。) 設定が完了したら、【適用】をクリックします。
	【カスタマイズ】NTPサーバーアドレスで「カスタマイズ」を選択したときにタイムサーバーのアドレスを入力します。
	【更新間隔（分）】時刻を更新する時間間隔を設定します。デフォルトでは 720 分です。30～1440分まで設定できます。
	図 6-13 に示すように、サマータイムを有効にし、夏時間、終了時刻、終了時刻を設定できます。（日本国内では使用しません）
	図 6-13
	6.7.1.3 ユーザー


	6.7.2　ネットワーク
	 DDNS
	 PPPoE
	メイン画面で、「設定 → ネットワーク → 基本設定 → PPPoE」をクリックして、下の図 6-17 に示すように PPPoE 設定画面に入ります。ここで PPPoE 機能を有効にして設定できます。PPPoE 設定は NVR のローカル設定に反映されます。
	 FTP
	 UPnP
	 IPフィルター
	図 6-20

	 P2P
	 IPEYE　（本機では使用できません）

	6.7.3　IPカメラ登録
	6.7.3.1　IPカメラ登録
	 POE接続設定
	6.7.3.3　表示設定
	6.7.3.4　映像
	6.7.3.5　プライバシーマスク


	6.7.4　イベント
	 ビデオ改ざん
	 ビデオロス
	 ブザー
	 異常検知
	 ラインクロス検知
	 地域侵入
	 エリア入場・エリア退出
	この機能は、本機では動作しません
	 徘徊
	 人の集合
	 顔検出
	この機能は、本機では動作しません

	6.7.5　録画設定
	6.7.5.1　スケジュール
	6.7.5.2　録画品質
	図 6-40
	6.7.5.3　記録装置
	 設定
	 S.M.A.R.T

	6.8 メンテナンス
	6.8.1　システム情報
	メイン画面で[メンテナンス] をクリックしてシステム情報表示画面に入り、図 6-45 に示すように、現在のNVRの基本情報を表示できます。
	【デバイス名】現在のNVRの名前。
	【デバイスタイプ】デバイスの種類。
	【プロトコルバージョン】現在のNVRのプロトコルバージョン番号。
	【WEBバージョン】 WEBページのバージョン番号。
	【ファームウェアバージョン】現在のNVRのファームウェアバージョン。
	【リリース日時】現行プログラムのリリース日。
	【プラグインバージョン】プラグインのバージョン。
	【チャンネル数】NVRの総チャンネル数。

	6.8.2　NVRのアップデート
	メンテナンス画面で、【NVRのアップデート】をクリックしてNVRのアップデート画面に入り、図 6-46 に示すように、手動アップデートまたはオンライン アップデートを行うことができます。
	【手動アップデート】【参照】をクリックしてアップデートファイルパッケージを追加し、【アップデート】をクリックしてNVRのファームウェアをアップデートします。 (アップデート中は、操作は避けて、絶対に電源を切らないでください。NVRが正常に動作しなくなる可能性があります。)
	【自動検出】NVRがネットワークに接続されている場合に最新のアップデートバージョンがあるかどうかを自動的に検出します。最新のアップデートバージョンを確認するポップアップが表示され、ダウンロードするかどうかを確認し、「OK」をクリックすると、アップデートが開始されます。 アップデートバージョンをダウンロードして自動アップデートを完了します。

	6.8.3　デフォルト復元
	メンテナンス画面で、【デフォルト復元】 をクリックして図 6-47 に示すようにリセット画面に入り、NVRの設定をリセットし、全てのパラメーターを工場出荷時の設定に戻すことができます。
	【工場出荷時設定に戻す】NVR のすべてのパラメーター設定は自動的に工場出荷時のパラメーター設定に復元されます (この機能は慎重に操作してください)。

	6.8.4　NVRの自動再起動
	メンテナンス画面で、[NVRの自動再起動] をクリックして、図6-48に示す再起動設定画面に入ります。ここで、NVRの再起動時刻を設定したり、ドロップダウン メニューで再起動の周期を設定できます。例えば、[毎週：水：3時：3分]を設定して【適用】をクリックするとNVRは、毎週水曜日の3時3分に再起動します。

	6.8.5　インポートとエクスポート
	メンテナンス画面で、[インポートとエクスポート] をクリックしてNVRのインポートとエクスポート画面に入り、図 6-49 に示すように、NVRの設定 パラメーターをエクスポートしたり、パラメーターを NVR にインポートすることができます。

	6.8.6　チャンネル情報
	メンテナンス画面で、【チャンネル情報】をクリックして チャンネル情報画面に入ります。ここでは、図 6-50 に示すように、各チャンネルの解像度と IPカメラ のバージョン番号を表示できます。

	6.8.7　ログ
	メンテナンス画面で「ログ」をクリックしてログ検索画面に入ります。図 6-51 に示すようにNVRの操作、アラームなどの記録を照会できます。また、これらの記録ファイルをUSBメモリなどに保存できます。
	【検索】 ログ検索の日付と開始時刻を設定し、【検索】をクリックすると、条件に合致したIPC実行記録がログ一覧に表示されます。
	【すべてクリア】クリアボタンをクリックすると、すべてのログが空になります。
	【エクスポート】現在のログの内容をUSBメモリの指定したフォルダにテキスト形式で保存することができます。

	6.8.8　診断情報

	第7章　仕様
	第8章　付録
	8.1　録画時間の目安
	8.1.1　HDDが2TBの場合
	8.1.2　HDDが4TBの場合
	8.2　Q＆A
	8.3　保守・点検
	3.　NVR本体をできるだけ高温の熱源から離して、風通しのよい場所に設置してください。高温の環境は、特にHDDの寿命に影響します。
	4.　6カ月毎に筺体に付着したホコリを取り除き、筐体周辺の通気性を保ち、放熱が良くなるようにしてください。



